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森林の流域管理システムヘの期待
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はじめに 林野庁の新しい政策ビジョンである流域管理システムについて，平成2年度林

業白書は「その流域における森林整備と国産材の供給とが総合的に推進される新

たな森林管理システム」と言っている。経済合理性の追及を基本に置いた資源利

用一国産材供給態勢作りが，果たして森林整備を可能にしていくのだろうか。

流域管理システムの全体像は，本誌2月号の青木勇一郎氏「森林の流域管理シス

テムとは」によって見ていただくこととして，ここでは，その疑問に問題を絞っ

て，スギ・ヒノキ私有人工林地帯の現場で，筆者なりに実践的予想を立ててみた。

そのうえで，流域管理システムに対する期待と要望を書いてみた。

これからの林業 r流域林業活性化目標の試算について」という林野庁長官通達の中に，流域類

型別に従来型と新型の生産力類型を併置した移行モデル（政策シナリオ）と将来

ビジョンが示されている。従来型は早晩消滅してしまうのだが，新型が従来型を

乗り越え,そのうえで,継承した資産をみずからに合うよう作り変え,加えて,みず

からの新しい資産作りの方向を定立しなくてはならないのだから大変なのである。

筆者は，地域林業振興の当面の決め手は，下流へ丸太を安定的に供給する態勢

作りにあると考えている。政策シナリオは,森林組合あるいは素材生産業者を｢合

併，再編整備」し，それらによる高性能機械の取得あるいは共同使用によって生

産性向上を図り，より少数の高度技能を持つ作業集団で森林作業を担っていく態

勢を作って，資材の安定供給を実現しようとしている。わが国のような地形や林

地所有の条件の下で高性能機械が効率的に使用できるようになるのか，林業関係

者の多くがそこでまず引っかかってしまう。その検討から始めてみよう。

問題を考える手がかりは，1983年の南方東大助教授（当時）の提案に求められ

る。氏はノルウェーのサムセット教授の言う「機械化進展に関する不連続進化の

法則｣は,わが国にも十分当てはまり，今後の日本林業の作業システムのあり方は

おのずから決まってくると今後の見通しを述べ，今「可及的速やかに次の新たな

機械作業体系の創出を迫られている段階にあり」，労働生産性を現在の3倍程度

に引き上げることができれば，かなり高額になる初期の機械装備費も採算領域に

達するが,変革は急激には成しえないので,過渡的対応は必要だが,将来の高度な

機械作業システム実現に向けて，（青壮年）労働力確保とその訓練制度,作業圏の

再編成（行政区画や所有の枠を超えた伐区編成，作業の規模拡大・計画的配置な
＊三重大学

生物資源学部教授
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ど)，機械化と路網整備に向けて，今から組織的に誘導していく必要があると，強

く注意を喚起した')。南方提案から9年たって，事態はどう進展をみているか。

「不連続進化｣のハードルをすでに越え，高い生産性を得ている経営は少数なが

ら現れている。三重県海山町の速水林業がその代表例だと思うが，これを高価な

尾鷲ヒノキゆえの特殊事例と見てはいけない。1953年から雇用関係の近代化に，

そして，65年から路網開設に取り組んできた成果として，最近，高性能機械の導

入が可能になったのである。

林業の生産性上昇は，社会的には労働，労働対象(森林蓄積)，労働手段(路網．

機械）という林業の労働過程を構成する3つの要素の総合的発達によってもたら

されることは，経済学でも説いているところである。その3要素のうち，物的な

ものの蓄積は充実の方向にある。それらの動向を見てみよう。

まず機械化だが，その最近の動きは急である。高性能機械導入台数は90年には

129台を数える。一昨年度より始まった林業.山村活性化林業構造改善事業は，高

性能機械の導入を目玉に乗せ，林野庁資料によると，先年度着手の計画では，全

国的広がりを持った13地域において,全国でも有数の森林組合,県森連によって

高性能機械が導入される予定になっている。今年度着手分では,検討中を含む22

件である。機械化進展に欠か＃ないオペレーター養成制度は，一般機械について
国・県が長年実施してきた実績のうえに，今年度から高性能機械について国の事

業として開始される運びとなった。林業経営者協会や林野庁が主催して機械化の

シンポジウムが開かれ，強い関心を呼んでいるほか，いくつかの県で機械化の現

実的条件の検討が始まり，報告書も見られるようになった。現状の129台の導入

台数や林構の計画数値を多いと見るか，少ないと見るかは，人によって意見の分

かれるところだと思うが，これまで素材生産業を中心に導入された機械は，北海

道の国公有林の天然林伐採やゴルフ場開発，林道敷の伐採，九州の風害処理など

の使いやすいところから入って波及的に効果を及ぼし，今回の林構を契機にいよ

いよ私有人工林を対象に本格的に普及していく段階に入ると，筆者は考えている。

森林については，成熟が進んでいるが，なお育成途上であり，林地所有の零細

分断性，森林経営の資産維持的性格によって，作業の規模拡大と計画化が困難で

あり，工夫を要するところである。団地共同森林施業計画制度などの手だてが用

意されているが，実効が上がっていない。また，今回発足した施業実施協定制度

の実質は，これから作られるものである。所有に対する規制は困難なので，助成

などによって誘導するよりないが，伐採事情が大幅に変動していく状況を目の当

たりにすれば，森林所有者の考え方も変わってこよう。林業生産力は素材生産の
う

生産力を通してのみ現れ，育林の生産力（森林生産力）は間接的．迂回的に働く

ものである。森林所有者は，育林作業の前提でもある路網充実に協力し，伐出ロ

ットを共同でまとめ，個々の森林を長伐期・高蓄積に誘導することが必要である。

次に，機械化の決め手といわれている路網はどうか。わが国の平均林内路網密

度は13.5m/haにすぎないので問題だが，路網設置に意欲を持ち，自力開設に努

めてきた森林経営者が各地で見られる。『現代林業』本年2月号に載った路網密度

3

1)南方康：林業にお
ける機械化の可能性，

森林文化研究4巻
1号，1983
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もう1つの担い手

一素材生産業者

番付を見ると，その数値の高さには驚かされるが，その横綱格の大阪の大橋慶三

郎氏の山林は，むしろ急峻な地形であると聞いている。大橋氏は経営路網と施業

法の柔軟な考え方で優れていて，これからの1つの方向を示唆している。

3要素のうち最も基礎的な労働が顕著な縮少を見せ，そこから生産力の解体が

始まった。育林労働の不足が，特に目立っている。森林経営の労働力の現状を見

ると，大規模林家の年雇体制は崩れて森組依存を強めてきており，中小規模林家

では資産維持的性格をいっそう強めながらも，堅実な労働投入を続けるものが見

られる一方で，世代交代が進んで，零細林家とともに森林の管理放棄がこの層で

も目立ってきた。林家とともに育林作業を担ってきた森林組合作業班においても，

班員数の減少が始まって，労働力不足が人工林の除間伐遅れに集中的に現れてき

ている。森組・業者の素材生産労働力も高齢化して，質量とも低下が進んでいる。

これら従来型労働力は総じて，不安定な雇用と低い賃金水準の下にある。

これでは地域社会や組織が崩壊してしまうという危機感から，手を打つ事例が

各地で出てきた。第三セクターを設立し，公務員並みの労働条件を保証して労働

力確保を図る対策事例が86年の熊本県小国町悠木産業株式会社の発足以来数例

を数え，今度の林構を契機に各地から設立の動きが伝えられている。森林組合に

ついては，三重県で見ると，いくつもの組合が職員化によって労働力を確保する

対策を取っている。これら事例が，今後林構によって高性能機械を導入し，機械

作業システムを構築する担い手となる資格を持つものだろう。労働・機械費用が

かさみ，当初は採算が合わない。その不足分を地域合意によって補充することが，

「不連続進化」のハードルを越える要件になるからだ。

流域管理システムは，素材生産業者を森林組合と並ぶ担い手としている。素材

生産業者は，その活動性，市場知識，人の統括と経営の能力によって，これまで

素材生産の大きなシェアを握ってきた。高性能機械をまず輸入したのもこの業界

であり，青年が大型機械を入れたら来るようになったという話も聞くし，同年配

者が集まれば若者が定着する例を挙げることもできる。業界の再編，組織化が順

調に進むとも思えないが，これまでと同様に国公有林地帯は業界のテリトリーに

なろう。もともと素材生産は一般の経済ベースの分野であり，業者は，数の大幅

な減少は避けられないが，これからもなんらかの形で生き残り，また新たに生ま

れるものと考えられる。

素材生産業者と森組との関係だが，上記の地域的分担関係のほかに，全体から

見れば，これからも前者が皆伐など効率作業，後者が除間伐の非効率作業を分担

することになるのではないか。素材生産業の一部が作業集団に分解する方向を取

る可能性も考えられ，その段階で森組が集団を傘下に置く態勢もありうる。流域

管理システムでは，資源管理と生産の統括機能を市町村，営林署，上下流の経済

主体・団体で構成する「協議会」が果たすという処方が示されているが，私有人

工林地帯では，生産計画化の資源面の条件作りにおいて，森林所有者の協同組織

である森林組合の果たす役割が，特に重要になってこよう。

林業技術No.6()21992.5



担い手と目される森組および既設・新設の第三セクターは，今後どう進むだろ

うか。まず，1流域で高性能機械ワンセットのチームを形成し，現有路網周辺の

作業をこなしながら作業に習熟することになろう。チームの能率的就業が実現し，

町村・森組の負担可能の範囲内でチーム数を増やしていく方向が出て，物流の中

断が避けられる見通しになれば，当面は成功である。その際，路網の自力開設を

図るため土木作業機を入れ，路網予定地周辺の林地について強度の間伐をしなが

ら路網建設費の負担を減らして路網を延長していくという考え方が必要だ。高性

能機械導入の主要な目的は，労働安全の確保と労働強度の軽減，能率向上によっ

て優良な労働力を確保すること，森林整備のための間伐などの非効率作業を能率

的に実行することにある。例えば，私有林対象のタワーヤーダ作業で考えると，

集材距離は200m程度にして索張りの容易なメリットを生かし，能率向上を図る

ことが肝要だ｡路網の現状からして，長距離集材がだれの頭からも抜けないよう

だが，路網作設を先行させるべきであろう。路網密度は条件の悪い所でも40～50

mは欲しい｡路網は零細分断的な所有の制約を緩和する効果があり,林地を団地区

分して団地ごとに順繰りに作業をしていく計画的集団作業態勢もそれによって可

能になる。例示すればこのような経路で，新型作業組織が対象とする林地が拡大

していくことを期待したいものであるが，同時に，それではカバーできない林地

を対象として，保全対策を強化していく必要があることを強調しておきたい。

機械チームの就業安定化のためには，機械作業能率向上とともに，育林賃金の

適正額の支払いが重要になってくることも，指摘しておく必要がある。伐出作業

には必ず不就業日があり，それを育林作業などによって埋める必要が出てくる。

だから，造林事業や作業受託における賃金額が各種保険・退職金を負担できるよ

うな適正水準のものであることが，チームの安定的就業の条件になるわけである。

育林労働力は，今後，このような形や最寄り地域の中高年や婦人労働，都市住

民のボランティアというような形を含めて，さまざまな方法で集める対策が講じ

られたとしても，十分というわけにはいかないだろう。作業システムを確立して

山元の収入を改善し，山林所有者の育林費負担能力を増やすことを当面の目標に

置くよりないが，育林労働力確保の見通しは，やはり不透明である。だから，路

網を作り林家収入を増やすことによって収入目的の皆伐を避け，新植をできるだ

け抑制するようにするとともに，育林作業の機械化と省力技術の開発を急ぐ必要

がある。今後の施業方式の見通しがつくまで，集約な労働投下を前提とする拡大

遇氷は抑制して，現有労働力を除間伐作業に投入するという考え方も必要だ。

労働力確保対策について，もう一言加えたい。三重県宮川村では，村長は設立

が検討されている第三セクター職員を，土地管理台帳作りなど事務の仕事にも充

てることを考え，森林組合長は森林簿作成と所有者の意向を織り込んだ地域の施

業実行計画作成の業務が，自分の仕事に展望を与え，誇りを持たせることにもな

る，森林簿作成の業務を県から森組に移してもらいたいと言っている。なんらか

の形で実現すべき提案と考える。各地の取り組みを見ていると，第三セクターは

流域のあらゆる作業を事業の対象にすることになる方向だが，雨降り対策の仕事

場作りや最新の雨具の用意，宮川村村長・組合長の言うように，仕事に意欲を与

5

担い手の今後の動向

林業技術No.6021992.5
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｢不連続」の壁を
越えるために

2）青木勇一郎？森林
の流域管理システム
とは，林業技術599
号，1992

えるなどの工夫が必要だ。現場作業に対して外勤手当を加給することも，すう勢

になると思う。

いずれもが担い手として「不連続進化」のハードルをこれから越えるわけで，

当面の不採算は目に見えている。特に賃金，そして機械購入・償却費の補てんが

必要である。機械操作に習熟するために3年はかかるだろう。作業システムの定

着には，さらに長い時間が必要だろう。森組や町村の負担は，生き残りのための

先行投資であり，重要だが困難になった森林整備の態勢作りの費用である。新た

に第三セクターを作るのは，その費用の負担および従来型の作業組織から遮断し

たところで新型作業組織を作るためである。山村自治体の財政事情からして，思

い切った規模の第三セクター支援が必要だし，また，雇用奨励金などの制度が考

えられてよい。同時に，地域の基金を作ること，中小規模農林家経営安定のため

の，所得援助を含む対策，そして，大方の森組の行政依存体質からの脱皮と流通，

加工への積極的な進出，そのための資本蓄積の体制作りなどが必要だと考える。

今，林業の20世紀システムが崩壊寸前にあり，大きな転換期にある。明治30

年，つまり1897年に制定された森林法は，小規模農林業経営，家族･集落制度と

過剰人口の存在に支えられていた。森林生産力増強を目途とした森林資源政策は，

確かな生産力的基盤を持っていたのである。近代化政策と経済成長政策によって

それらが崩れていき，集約な造林労働投入を前提とするわが国の森林施業方式は，

基礎を失ってしまう。その対策として，これまで築き上げてきた森林蓄積の増加

を図りつっ，一定の収入を得ていく利用の態勢作りに取りかかる一方，流域単位

に森林施業を再構築するのだと保全重視の基本姿勢を示し，利水を意識して費用

負担の制度を織り込み，国有林経営改善計画の受け皿も作っていくのだという政

策の大枠が，流域管理システムという形で示されたということであろう。

これまで見てきたように，当面する問題の1つが費用負担面にある。上下流の

協定制度でカバーできる範囲は限られるだろうし，また，森林整備事業計画に十

分な予算的基礎が与えられるとも思えない。育林投資は私的経営の観点からもき

わめて重要なことは言を待たないが，円高誘導，低材価政策によってその投資誘

因は著しく縮小している。その一方，公益の観点から森林整備に対する公的な責

任が加重されているはずである。当面の経済合理性力堰先し，森林整備はいつで

も先送りになる，負担は山村自治体に転稼するほかないというのでは，無責任の

そしりを免れない。財源確保のため，林政審議会が提案した水源税の実現を強く

望みたい。

林政の当面の目標は「総合林政の基盤形成｣2)にあるにしても，労働力･技術面

を含めて，資源再生産の総合的・長期的な見通しを早急に立てることが望まれる。

このままでは矛盾が拡大する場面が考えられることは，すでに指摘したとおりで
ある。また，「不連続進化の法則｣は，わが国で社会的にも重要な意義を持つと考

えられるから，従来の社会経済の仕組みに合わせて形成されている林家，森組職

員，行政担当者の意識を，森林施業方式の今後の見直しおよび担い手の動向とか

かわって変革していく課題に取りかかる必要があろう。＜完＞

林業技術No.6021992.5
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＜木質資源利用新技術開発の動向＞

I木質材料の多様化と性能向上

戦後間もなくは，製材と合板以外にさしたる木

質材料はなく，木造建築も在来軸組構法住宅に限

られていた。ところが，近年の原木供給と製品需

要の環境変化，ならびに木材加工技術の進歩に伴

って，集成材,LVL,PSL,MDF,OSB,WBな

どの新しい木質材料が開発され，これらを複合組

立した部材部品，さらには住宅構法の改良や大規

模木造建築の開発が進められている。

本稿では，このような多種多様な木質材料の出

現を促している需給環境，発展要因等を整理し，

今後の技術開発の方向を展望するとともに，林業

生産とのかかわりを追求してみたい。なお，表題

の範囲が広く，筆者の知識が狭いため，概括的な

記述が多く，具体性や正確性に欠ける事項も少な

くないが，一試論としてご容赦願いたい。

1．木質材料の発展要因

建築・産業用の木質材料は，その用途が広く使

用量が多いことから，比較的地味な発展を続けて

きた。また，付加価値が相対的に低いことも他材

料と異なるところである。しかし，適合性（使用

目的に合う性能……木質材料では感覚的要素も重

要）および経済性（安価なコスト……原木蓄積の

多寡，伐採輸送加工の難易，労賃の高低などに依

存）の改善ｶ武発展に不可欠な要因であることは他

材料となんら変わると,ころはない。この基本的な

原則を踏まえて，わが国の木質材料の発展の仕組

みを見ると，次のような要因がその発展を支配し

ていることがわかる。

・良質製材品の代替：化粧ばり集成材

・均質な広幅板：合板,LVL(単板積層材）

・特殊な形状：わん曲集成材,成型HB(硬

質繊維板）

藤井毅

・高強度長大材：構造用集成材,PSL(細片

積層材）

・高強度材:OSB(配向ボード),WB(削

片ボード）

・端材の利用：造作用集成材,PB(削片板）

・軽量化:MDF(中比重繊維板）

・難燃化:WCB(木質セメント板）

また，これらの木質材料の開発を促した要因あ

るいは結果として，住宅・建築の構法が変化し，

和風の間取りから洋風のプランへ，湿式の真壁か

ら乾式の大壁へ，現場加工から工場プレカット．

プレハブへと移行し，大断面集成材等を用いた大

規模木造建築も連年増加している。

以上の要因のほか，他材料や外国の先進技術の

導入が発展の契機となっていることが多い。しか

し，今後は単なる製材品との代替，外国技術の導

入，製造コストの縮減などいわゆるニーズ型の技

術開発から，人間性の重視,安全性の向上,資源．

環境の保全，エネルギーの節約などを前提とした

シーズ型の技術開発への移行が望まれる。

この前提に立つとき，上記の木質材料の発展要

因の把握のしかたではいささか単純すぎる。そこ

で，需給環境の変化の主要な要因を抽出する一方，

多種多様な原材料と用途の中から両者を結ぶ木質

材料を選択配置し，その製造上および使用上のフ

ィロソフィーを上記要因との関連においてとらえ

直してみる。この概要を原木→木質材料→用途の

フローに従って図・1に整理して示す。

2．供給環境の変化と製造フィロソフィー

海外木材資源の質と量の相対的低下，資源ナシ

ョナリズム，国産材の蓄積増加，環境保全と公害

規制の強化，エネルギー価格の高騰，労働力の質

林業技術No.6()219925
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図･1木質材料とその発展要因

と量の低下，外国製品との競合など木材産業を取

り巻く供給環境の中から，木質材料を製造するう

えで特に重要な要因を取り出し，その対応策を考

えてみる。

従来，製材品の大半は国産材が用いられてきた

が，高度経済成長期にその生産量が大幅に増加し，

原木は天然林木から造林木へ，大径木から小径木

へ移り，その不足分は外材で充当された。91年度

の製材出荷堂は3,056万㎡で最盛期の約80％に

相当し，そのうち60％近くを外材が占め,輸入製

品も900万㎡を超えている。戦後の拡大造林木の

伐期が近づき，供給増ｶﾖ期待できるとしても十分

な量とはいえず，その材質低下が否めない。した

がって，当分の間，供給量の過半を北米材，ロシ

ア材，ニュージーランド材等の外材に頼らざるを

えない。

91年度の普通合板の生産量は16億7800万nf

(4mm換算)で最盛期の78%に減少し,輸入合板

が7"17()0万myに増加している｡熱帯林の消失と

丸太輸出規制の強化に伴って，わが国におけるラ

ワン合板の生産は徐海に縮少し，針葉樹材を用い

た特殊な合板やLVLの生産に転換していかざる

をえない。また，原木の小径化低質化に伴って，

合板製造からボード製造への転換が世界的に進ん

でいる。

ところで，地球温暖化の原因としてCO2の増加

が指摘され,CO2を吸収する森林の役割が強調さ

れ，その伐採が罪悪視されている。しかし，木質

材料の生産に要するエネルギーは金属系，無機系，

プラスチック系材料に比べて格段に少なく，これ

らの材料を木材で代替すればエネルギーを節約し，

CO2の抑制にも寄与する。とはいえ,無秩序な森林

伐採は環境破壊を招くので，生長堂と伐採量との

釣り合いをとり，むだなく木材を使うことが肝要

である。

地球規模で見れば，わが国の木材資源の蓄積は

大きく増えつつあるので，製材からボードまで利

用の幅を広げ，間伐木をも含めて伐採利用蕊を増

林業技術No.6()21992.5



やしてもよい時期にきている。森林資源の充実に

合わせて計画的に伐採量を増やし，安定した質・

量。、鵬の原木を供給する体制を整備し，地域産

材を自地域内で可能な限り製品化する方向が必要

である。例えば，製材→乾燥→プレカット・集成

加工・化学処理のように1次加工から2次加工，

さらに残廃材利用まで包含した地域完結型の木材

産業システムが求められる。

木初企業は中小規模の多品種少量生産が多く，

他業種に比べて労働集約的工程が多く，労働者年

齢も高く，工場騒音や廃材廃液処理に対する負担

も大きい。このような悪条件下で企業経営の安定

成長を図るためには，企業間の連携を深め，協業

分業体制の下に工場設備機械を合理化し，資材・

工程・品質・生産管理技術を高め，製造コストの

縮減と品質の向上を図り，他材料や外国製品に対

する競争力を確保せねばならない。

以上の供給環境を総括すると，省資源，省エネ

ルギー，省力，環境浄化など企業生産活動におい

て保守的な側面ｶﾐ多く，現在の枠組内での合理化

などの企業努力のみでは長期的な発展は望めない。

木材産業が飛躍的に発展するためには,図･1の製

造フィロソフィーに基づいて，原材料の品質，加

工方法，用途に適合した新しい枠組に再編成され

ていかねばならない。なお，この再編を成立させ

るためには，広範な技術開発を要するので，その

ための人材，組織，資金の確保が急務である。

3．需要環境の変化と開発フィロソフィー

1970年代の建築需要は膨大なもので,住宅建設

戸数は年間200万戸近くに達した。この膨大な需

要は必然的に建材と労働力の不足をもたらし，こ

の情勢が建材と建築生産の工業化を促した。すな

わち，枯渇化傾向のある天然材料から新しい工業

材料への転換，さらに多種多様な材料の複合化・

部品化などによる品質性能向上と多目的用途の開

拓などが急速に進行した。

80年代の建築需要は景気循環に従って70年代

ほど大きくはないが，生産重視から生活優先への

世相を反映して，建材や建築生産も量から質へ，

画一化から多様化へと変化してきた。すなわち，

9

安全性，居住性，耐久性等を高めた新素材や構法

が採用される一方，天然材料や木造住宅に対する

嗜好も根強く，より豊かな多様な住空間造りに向

けて多方面の新旧技術が投入された。

90年代の建築需要は80年代とさほど規模の差

はないが,建材や建築生産の仕組みは70年代の生

産優先と80年代の性能優先を止揚する方向に進

むものと予想される。すなわち，建材の多様化，

品質向上，生産のシステム化，大型化，あるいは

安全で機能的かつ豊かな住環境など，多様でしか

も相互に矛盾する要請に対しても調和よくこたえ

るような方向で，技術開発や生産活動が展開され

よう。

このような需要環境の変化は，心然的に建材の

選択のしかたを変えることになろう。つまり，単

なる品質性能や価格の優劣にとどまらず，供給，

加工，保守等を含めたトータルな評価によって使

用目的に合った建材が選ばれる。これまで，木質

材料の発展を促した主な要因は，品質向上，労力

削減，材料費縮減などであり，この解決に専ら製

材品の代替という形がとられた。しかし，今後は

構法あるいは材料の開発，改良，合理化，コスト

ダウンなどの各段階で技術水準の向上と材料供

給・施工体制の整備が求められ，この不備な材料

は切り捨てられよう。

開発，改良，合理化，コストダウンなどのキー

となるフィロソフィーを分類整理すると次のとお

りである。

・マニュアル化：大規模木造建築（重木構造）の

ような特殊構法については，材料，設計，施

工に対する詳細なマニュアルを準備する。

・部品化：プレハブ住宅のような場合，あらかじ

め建築部品を製造し組み立てることにより現

場労働量を軽減する。部材寸法，接合，作業

工程の標準化が不可欠である。

・規格化：枠組壁構法住宅は数少ない寸法・品等

の部材で構成され，接合方法も単純化されて

いる。在来軸組構法住宅へのこの方式の一部

導入も有益であろう。

・多様化：丸太組構法住宅のように自然に近い材

林業技術No.6021992.5
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料を好む傾向も出てきている。部材加工や施

工もできるだけ簡略化して素朴な味わいを保

持する。

・複合化：美観，強度，断熱，遮音，防耐火，耐

久等の機能を併わせ持つには，各性能の優れ

た材料を組み合わせて部材を構成することが

有効である。

・意匠化：機能化された工業製品が増える中で，
しょうけい

旧来の装飾豊かな住空間への憧‘際も生じて

いる。このため高度の加工機械や熟練した職

人の確保が必要である。

・省力化：大工をはじめ建設労務者の量と質が低

下しているので，プレカット機械等の導入に

よって生産性の向上と加工精度の維持を図ら

ねばならない。

・量産化：建材は大量かつ安価なことが必要条件

である。多資源，少エネルギー，高収率，高

能率，高品質で環境と健康を損わない材料や

構法が望ましい。

4．木質材料の新展開

木質材料を取り巻く需給環境，ならびに製造と

用途にかかわるフィロソフィーを整理してみたが，

この両フィロソフィーが十分消化され，結果され

たところに木質材料の新しい展開があるものと考

える。以下，構造用部材として用いられる製材品，

集成材,LVL,ボード類の現状と開発方向を明ら

かにする。

(1)構造用製材（等級区分，乾燥）

平成3年施行の針葉樹の構造用製材の日本農林

規格の主な改正条項は，次のとおりである。

1)構造用製材を用途により甲種構造材1,n(曲

げ性能の必要なはり等）と乙種構造材（圧縮性能

の必要な柱等）に分類し，その木口寸法を短辺

21,長辺17に制限し，短辺長辺の組み合わせ129

種類を認定寸法とする。

2)上記3種類の構造材を目視等級区分（材面の

節，丸身，割れ，繊維走向の傾斜，年輪幅等）に

よって1，2，3級に格付けるほか，機械等級区

分（曲げヤング係数）によってE50～E150まで

20t/cm2間隔で6等級に区分する。
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3)乾燥材にあっては,含水率15％以下,20％以

下,25％以下のものをそれぞれD15,D20,D25

と表示する。

これらの規定は，国産材の材質やユーザーの要

求に応じて新たに設けられたものである。北米等

の情勢を見れば，このような展開は不可避であり，

効率的な等級区分や乾燥工程の確立を急がなけれ

ば，木造建築の主要な構造部材を外材に占められ，

国産材は和室等の造作部材に限定される状況にな

りかねない。

(2)構造用集成材（高速接着・大断面材・接合）

平成3年度の集成材の生産量は45万nf,生産額

1283億円で，このうち長押，敷居，鴨居，階段，

手すりなどの造作用が72％,住宅の柱などの構造

用小断面材が21％，大規模建築の柱，はり，アー

チなどの大断面材が7％である。構造用大断面集

成材の生産量は連年倍増し，大規模建築の建設棟

数も300棟に達している。このような明るい展望

の反面，北米や東南アジアの集成材製品の輸入が

急増し,LVL等他材料との競合も激化している。

この情勢に対処するには，高周波・表面加熱等

による高速接着，機械等級区分・保証荷重検査に

よる強度性能向上，メカトロ機械･CAD/CAMに

よる高度加工，耐候・耐朽・難燃処理，効率の良

い接着・接合法による大スパンラーメン構造設計

施工などの技術開発を進めねばならない。

(3)LVL・PSL(ヤング係数，許容応力度）

LVLはロータリーレースやスライサによって

切削した単板を，繊維方向を平行になるように積

層接着したものである。製造法は単板を直交積層

する合板に，品質性能はひき板を平行積層した集

成材に類似しており,LVLは両方の長所,高い生

産性と強度性能を兼備した材料である。また，

PSLは単板をさらに細片化したストランドをラ

ンダムに積層接着した材料で,LVLより高い強度

性能を持つ大断面の部材を製造することができる。

北米ではLVLを高強度の構造材として多用し

ているが，わが国では造作材として用いられ，生

産量が集成材の約1/3に達している。最近制定さ

れた単板積層材の日本農林規格および許容応力度



によれば，ヤング係数によってE80～E180まで

20t/cm2間隔で7種頃に区分され,特1,2級の材

料強度が与えられている。樹種群による区分の製

材や集成材に比べて,LVLはより工業製品に近い

材料として位置づけられている。

(4)MDF,OSB,WB

MDF(MediumDensityFiberboard)は，木材

チップを機賊的に解繊し，得られた繊維を乾燥，

接着剤添加後，空気流を媒体としてマットを成形

し，熱圧締したボードである｡OSB(Oriented

StrandBoard)は，長さが幅の2倍以上のストラ

ンド状の削片を配向させた層を合板のように直交

に配置し，積層接着したボードで，多くは3層構

造であるが,5層構造もある｡WB(WaferBoard)

は，厚さ0.3～0.8mm,長さ45～75mm,方形ウ

エハー状の削片をランダムに配置して接着剤を用

いて成板したボードである。

MDF,OSB,WBは，従来のFB(繊維板）や

PB(削片板）の自動化省力化した製造工程を保持

しつつ，強度性能を向上させる技術開発努力の中

から生まれた新しい材料である。ちなみに,MDF

は密度が0.4～0.89/cm3,曲げ強度が300～400

kg/cm2で,PBの2梼程度の強度である。OSB,

WBは配向により長辺方向の曲げ強度を250~

400kg/cm2に向上させている。

11

以上のように，構造用材料として製材品，集成

材，合板,PB,FBに加えて,LVL,PSL,

MDF,OSB,WBが出現し，さらに新材料やこれ

らの複合材が開発されようとしている。本稿では

触れなかったが，下地材や造作材においても同様

な状況である。これらの材料は原料品質と要求性

能に合致し,省資源省力化の方向で開発されたも

のが多いが，需給環境の変化によっていくつかの

材料は陶汰されていくものと思われるが，現在の

ところますます多様化していく傾向にある。また，

シーズ型の木材研究の中からも新素材を誕生させ

る芽生えも現れている。

なお，近年北米等における技術開発投資はしだ

いに巨大化し，これに伴って外国技術も原料・機

械・製品が1セットとして移入される傾向が強く，

従来のように外国技術を移転し，これを国産材に

適用する方式は成立しにくい状況になってきてい

る。したがって，国産材の利用を図るためには，

外国技術のダイジェスト版ではない，国産材に適

した日本型技術の開発を進め，外国製品に比肩し

うる木質材料を生み出さねばならない。

（ふじいっよし．森林総合研究所
木材利用部加工技術科）

青年海外協力隊員平成4年度春の募集要領
●資格220歳以上39歳まで（平成4年5月31日現在）の日本国締を持つ心身ともに健康な青年男女
●応募方法：青年海外協力隊所定の願識を協力隊事務局に期日までに提出
●募集期間g平成4年4月15日㈱～5月31日⑧（締切日消印有効）

●募楽規模：約150職種，約1.000名を募集，派遣予定国は50カ国

●選考試験：第1次選考／筆記試験（技術，英語，協力隊員適性テスト）

・平成4年6月14日(日)，各都道府県で実施。1次合格発表日は7月3日閏

第2次選考／面接試験（個人面接，技術面接）および健康診断
（健康診断の結果はきわめて重要ですので，日ごろから健康管理に留意してください）

平成4年7月20日侭)～7月27日帽)のうちの1日，東京で実施。2次合格発表日は8月7日㈱

●訓練：合格者は約80日間の国内合宿訓練を終了後，各任国に向けて出発します
平成4年度2次隊／平成4年9月上旬訓練開始12月上旬出発予定

平成4年度3次隊／平成5年1月上旬訓練開始4月上旬出発予定

平成5年度1次隊／平成5年4月中旬訓練開始7月中旬出発予定

く平成5年度1次隊は，相手国からの要請数に対して,-l-分な数の合格者を得られなかった峨諏の合
格者で，職場等の関係で2．3次隊に参加できない場合に限ります＞

問合せ：国際協力事業団青年海外協力隊事務局〒150束京都渋谷区広尾4-2-24,a03-3400-7261(代表）
●24時間テレフォンガイド･･束京03-3797-7272，大阪()6-347-7272，福岡092-413-6211
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＜木質資源利用新技術開発の動向＞

11木質系資源からの機能性材料の開発

志水一允

1．はじめに

80年代はエレクトロニクス，バイオテクノロジ

ー，新素材等の先端技術が飛躍的に進展した時代

である。この技術革新の勢いは90年代に入って

も，いっこうに衰えを見せない。従来にない優れ

た特性や機能を持つ新素材や超先端材料が次から

次へと開発され，宇宙，航空などの先端産業で新

しい技術を可能にし，日々の生活に関連する衣食

住の分野でも快適性を向上させるなど，広く社会

に大きなインパクトを与えている。

木材は，長年月にわたる樹木の生命活動の結果

築き上げられた生物材料であり，樹体構造，年輪

構造，細胞壁，分子配列までの多段階にわたる多

重構造を持ち，一種のコンポジット材料・ハイブ

リット材料であり，また，その中に多くの機能を

持つ種々の成分を含む。この優れた特性を持つ木

質資源から，今日の需要にこたえることのできる

高耐久，高性能，高機能新素材を開発することが

望まれている。

2．化学修飾木材

木材は工業材料としては，①可燃性である，②

腐朽性である，③水分含量により膨潤・収縮し，

寸法の変化や変形をきたす，④異方性のため狂い

や割れを生じる，⑤紫外線，酸・塩基などの薬品

で分解するなどの欠点がある。しかし，これらの

欠点の発現は，本質的には，細胞壁を形成するセ

ルロース，ヘミセルロース，リグニンの化学反応

(酵素反応を含めて)に起因するもので，これらの

高分子の水酸基を他の官能基で置換することによ

り，その発現を抑制・除去することが可能である。

この化学修飾は，①エステル化（ラウリン酸など

の高級脂肪酸，無水コハク酸などの酸無水物，不
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飽和カルボン酸，イソシアネートなど)，②アセタ

ール化（アルデヒド)，③エーテル化（アルキル

化，アリル化，ベンジル化，シ,アノエチル化，エ

ポキシ化）に大別される。

エステル化の例としては，アセチル化や二塩基

酸無水物とエポキシ化合物を付加させるオリゴエ

ステル化木材がある。これらのエステル化木材で

は，寸法安定性，耐候性，防腐・防虫性が向上し，

浴槽，浴室や地下室などの建築用部材，屋外建造

物やマリーナ施設などの工業用部材としての用途

が考えられている1'2)o

エーテル化法では，はじめに木材を40％

NaOH水溶液に1～2時間室温下で浸漬し，シア

ノエチル化の場合は，アクリロニトリルを76℃，

2～4時間，ベンジル化の場合は，塩化ベンジル

を120℃，1～2時間，アリル化の場合は,臭化ア

リルを72℃，8時間，それぞれ反応させる。これ

らの処理により表面に熱可塑性が付与されるため，

よく水洗後140℃,5kgf/cnf,5分間,熱圧締する

と，木理が見える状態で，表面に光沢を帯びた木

材が得られる。これらのエーテル化木材の表面の

性質を表・1に示した。シアノエチル化木材は水中

に浸漬することにより耐水性が低下し，ベンジル

化とアリル化木材は紫外線に不安定で，紫外線を

照射すると光酸化により材表面の色が大きく変化

するなどの問題点があるが，エーテル化処理によ

り，木材表面に平滑性，はっ水性，耐水性，光沢

性，高硬度性，耐紫外線性(耐候性)，耐朽性，寸

法安定性などを付与することができ，ポリウレタ

ン樹脂塗装材に匹敵する自己塗装性が得られる。

また，この自己塗装性のほかに，化学修飾木材

は熱溶融性を持つので，これらの化学修飾木材を
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表･1エーテル化表面プラスチック化木材の性質

せん断強さはっ水性耐UV性色
(kgf/mf)

熱軟化開始熱流動性表面光沢
温度（℃)(Gr(60))

エーテル化

ｼｱﾉｴﾁﾙ化

(OE化）

ベンジル化
(BE化）

アリル化
(AL化）

良ベージュ76.9 言53～7345～128無

有32～7544～146有 普通薄黄色79.6

有普通薄白色1380わずか14へ8333～93

』 ’

加熱下で圧締すると熱融着性力溌現して相互に接

着することができる。そのため，単板，パーティ

クル，ファイバーなどを化学修飾して，熱圧締す

ると，接着剤を使用せずに，合板，パーティクル

ボード，ファイバーボードを製造することができ

る。これらのボードは耐水性，寸法安定性，耐朽

性などで優れた性能を示す新しい木質材料であ

る3，．')。

化学修飾木材の製造に当たっては，第一に問題

になるのは処理薬剤を材中にいかにムラなく迅速

に，かつ，目的の深さまで含浸するかという点で

ある。一般に，繊維方向と接線や放射方向におけ

る処理液の浸透性の比は100～1(),000にも達する。

そのため，刺針やレーザー光を用いて無数の浸透

しやすい小さな木口面(3,000～5,000個/㎡)を表

面につくるインサイジング加工が検討されている。

また，注入方法としては，加圧から減圧，減圧か

ら加圧へ，材料の断面によって40～200回操作を

繰り返す加減圧交替法が検討され，最近その装置

も開発，市販されている。化学修飾木材の実用化

が期待されるところである。

3．木材プラスチック

エステル化やエーテル化した木粉や繊維は，導

入した置換基の分子量や極性によって差はあるが，

加熱下で圧力をかけると流動する（プラスチック

化，可遡上)。例えば,脂肪酸でエステル化した木

粉の熱可塑性は，図･1に示すように，置換基の分

子量に大きく依存し，分子量の小さいアセチル基

やプロピオニル基では十分な可塑性は得られない

が,ラウロイル基{CH3(CH2),0CO~}で置換し

０
０
０
０
！ 無処理

勺

アセチル化

ロビオ．

ニル化

ーフ

ウロイル化
1I

0100200300400

7（℃）

図・1エステル化処理木粉の熱軟化曲線5）

た木粉は200℃前後で熱流動する5)。しかし，可塑

性を持たない化学修飾木粉でも，リグニンの三次

元構造を破壊すると可塑性が発現する。例えば，

シアノエチル化した木材を塩素化やオゾンで処理

して，リグニンの繊造を破壊すると熱可塑性は向

上して，より低い温度で熱流動するようになる。

また，トリフルオロ酢酸で前処理したり，あるい

は，蒸煮・爆砕処理して，あらかじめリグニン構

造を碗裏しておくと，無水酢酸を用いる一般的な

方法でアセチル化しても熱流動する6)。

このような化学修飾木粉や繊維は熱圧してコッ

プ，皿，フイルム，シートなどに成型して利用す

る。このような方法で，各種の残廃材をプラスチ

ック材料として利用することができればその意義

は大きい。

4．木材の液化

前述したように，シアノエチル化，ヒドロキシ

エチル化，アセチル化などエーテル化やエステル

化した木材は，塩素やオゾン等でリグニンの化学

林業技術No6()21992.5
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構造を分解すると熱可塑性が向上するが，それと

同時に，フェノール類，ジメチルスルホキシドな

どの溶媒に室温下でも溶けるようになる。これら

のような場合には，各木材成分は高分子量を保持

したまま溶解していることから，プラスチック素

材としての適切な用途開発が望まれる。現在，接

着剤，炭素繊維，あるいは，発泡成形材･料として

の用途が考えられている。

また，チップから木粉サイズの木材を，直接フ

ェノール類や多価アルコール類などで処理

(200～250℃,30～150分）して溶解することも試

みられている｡硫酸やp－トルエンスルホン酸など

の触媒を使用すると，溶媒の沸点温度で常圧下で

も溶解が進行する。これらの液化木材も接着剤，

発泡体，炭素繊維等として利用できる。例えば，

木粉や樹皮をフェノールに溶解し，ホルマリンと

反応させて樹脂化し，硬化剤や充てん剤を調合し

て調製した接着剤は，市販のフェノール接着剤と

同等の性能を持つことが実証されている7)。また，

ポリエチレングリコールに溶解し，ジイソシアネ

ー卜と反応させて，種々の密度や圧縮特性を持つ

ポリウレタンフォームに変換することも試みられ

ている8)。

5．耐火性木材の開発

最近，準不燃材料の基準値をクリアしたセラミ

ックウッドが開発され話題をさらった。この製法

は2種類の無機化合物の水溶液に木材を順次浸漬

し，そこで反応させて水不溶性の化合物を析出さ

せる方法である。厚さ5mmの単板を60｡Cの塩化バ

リウム液に浸漬すると，約4時間で重量がそれ以

上増えない平衡状態に達する。次にこれをりん酸

水素アンモニウム液に移すと約4時間重量が増え

続ける。その後，十分水洗して乾燥するとセラミ

ックウッドとなる。重量が6割程度増えるという

欠点はあるが，木材の特性を保持していて，なお

かつ，耐朽性や寸法安定性などの性能も向上する。

現在，廃液処理の改善等，コストダウンを目指し

て検討が進められている9)。

また，最近興味深いものに，多様な性能を持つ

炭素を積層した耐火性のボードがある。これは，

材業技術No.6021992.5

はじめに種々の木質系残廃材の粉末(40メッシュ

以下）を400～1,400｡Cで焼成炭化し,これをフェ

ノール．ホルムアルデヒド初期縮合物と混合して，

グラファイト．フェノール樹脂粉粒体を調製する。

次に，この粉粒体を160｡Cで熱圧してボードを製

造する。このボードの性能は焼成温度に依存する

が,焼成温度800｡C以上のものは耐熱性，耐火炎貫

通性，電磁波遮へい性,化学的安定性が顕著に向

上することが見いだされている10)o

6．精油の利用産業

森林浴は精油の中に含まれるα~ピネンのよう

な生理活性を持つ成分の効果を期待するものであ

るが，トドマツ，ヒノキの精油の雰囲気中にマウ

スを置くと運動機能が増加するとの報告もあり11),

森林浴の効果も科学的に裏づけられている。また，

精油は特有の香りとともに,殺菌性，殺虫性など

の活性成分を含んでいるものが多く，昔から香水，

食品のフレーバー，石けん，洗剤，室内の噴霧剤

などのほか，去疾剤,防臭剤など多方面に利用さ

れ，その需要は大きい。

現在，大規模ではないが，ヒバ，ヒノキ，スギ

などの葉や鋸屑から精油が採取（水蒸気蒸留法）

されている。これらの精油は除放機能を持つ繊維

に包埋され，精油の香りがするフトン，カーテン

などとして商品化されている。需要の伸びが期待

されるところである。しかし，葉油の場合などで

は，葉の収集コストが全生産コスト(101000~

20,000円/4)の50%近くになり，この点での経

費削減が求められている。全木集材法を採用した

り，あるいは枝打ち・間伐作業とのシステム化を

図って，収集コストを削減していかなければなら

ない。

7．カラマツ材アラビノガラクタンの利用

木材に含まれる多糖類のうちでこれまで実際に

利用された唯一のものとして，アラビノガラクタ

ンがある。このアラビノガラクタンはカラマツ心

材に5～35％含まれる。木材細胞壁を構成する上

述したヘミセルロースと異なり，心材部仮道管の

内腔に沈着している。水によく溶け，鋸屑やチッ

プから水で容易に抽出すること力含できる。アラビ



アガムの代替として，安定剤，乳化剤に用いられ

る。

富山県にはソ連カラマツ材が年間48万㎡入荷

し,そのうちの5割に相当する23万㎡が主に臨海

型のカラマツ専門工場で製材され，年間約1万t

(絶乾重量)の鋸屑が発生している。現在，この鋸

屑からアラビノガラクタンを抽出して，食品や医

薬品として利用することが精力的に検討されてい

る'2)。

8．おわりに

以上，最近私が見聞した興味深い研究開発を紹

介してみた。このほかにも，木材成分からの生分

解性プラスチック，蒸煮による木材の可塑化，木

炭の土壌改良剤としての利用，蒸煮．爆砕による

木材の飼料化，蒸煮・爆砕や有機溶媒蒸解による

木材成分の分別と，分別した成分の有用物質への

変換など，多くの重要な研究が推進されているが，

これらについてはこれまでに多くの所で触れてき

たので，ここでは割愛した。

現在は，先進諸国における化石資源に依存した

大量生産・大型消費・大量廃棄の社会システムが

地球環境を荒廃していく中で，森林の持つ環境保

全機能の重要性が多くの人々に認識されるように

なった。それと同時に，開発途上地域で爆発的に

人口が増加していく中で，食職エネルギー，工

業原料をどう確保していくかが人類に課せられた
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大きな問題となり，森林の物質生産機能に多くを

依存しなければならない時代でもある。我々は森

林生態系から伐採・搬出されてくる木材を最大限

有効に使わなければならない。林地残材，工場残

材，都市廃木材など，まだまだ多くの用途に利用

可能であるにもかかわらず，未利用のまま鋸屑，

樹皮，古紙，都市ゴミなどとして廃棄されている

ものも少なくない。我々はこれらを有効に活用す

る方法を開発して，地域木材産業システムの中に

定着させていかなければならない。

（しみずかずまさ･林野庁研究普及課）
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第103回日本林学会大会

研究発表の概要
(紗，東京農業大学）

第103回日本林学会大会は,4月1～3日の3日間，東京都世田谷区

桜丘の東京農業大学農学部を会場として開催されました。その研究発表
の概要について，日本林学会編集委員会より推薦いただいた各氏に，部
門別に取りまとめていただきましたので紹介します。
なお，日本林学賞は，谷本丈夫氏(現・宇都宮大学)，山寺喜成氏(東京
農業大学)，阿部信行氏(北海道立林業試験場）が受賞されました。

林政部門
森林総合研究所林業経営部

ノノ

〃

岡裕泰
古井戸宏通
天晦智将

林政部門では15のセッションで43題の発表が行わ

れた。昨年は，今年独立部門となった風致関連を含め

て46題，一昨年は緑地・風致が別で37題だったので，

今年は林政部門の報告数力轄えたといえる。特に，若

い学生･大学院生の発表が13題あったことが，今年の

特徴だと思う。発表者の所属機関別に見ると京都大学

が10,森林総合研究所が6，東京大学，鳥取大学が各

4,東京農業大学，山形大学が各3などであった。以下

報告順に発表の一部を紹介する。

1日目，森林・林業の教育に関する報告は6編行わ

れ，森林思想史や今日の林政における教育の位置づけ，

都市の学校教育での森林・林業に関する教育の現状と

カリキュラムの改善の試み，山村側で都市住民に林業

の体験教育を積極的に行う試み等が紹介された。

特用林産物関係では，高価で特殊なマツタケと備長

炭の生産・流通動向に関する報告があった。計量経済

学等の分野では，製材品の日米間貿易モデル，素材の

需給モデルに関する報告(2題)，確率的線形計画法に

よる林業経営の意思決定支援に関する報告が行われた。

2日目，鳥取県の林業の歴史的展開等に関して，鳥

取大学のグループから3題の報告があった。次に森林

組合に関係した発表が3題あり，労働力との関係，間

伐実行の問題，それに韓国での展開力論じられた。

さらに「林業構造論」の再検討が試みられ，今後の

日本林業の担い手を考えるうえでの農家林家の位置づ

林業技術No.6021992.5

け．評価の問題が討論され，農家林家は将来の担い手

たりえないとする見方と，将来の問題を考えるうえで

も現に林業の重要な部分を占めている腱家林家に注目

しなければならないとする見解とが出された。

最後に，間伐助成，中国の育林基金制度，水源林｢費

用分担｣制度(報告者によれば，正確な実状は｢融資」

である）の問題力論じられた。

3日目,マルクスの林地国家管理論に照らして，ドイ

ツの州有林，日本の国有林の問題が，地域分権の問題

も含めて論じられた。また営林局ごとの経営状況の比

較検討がされた。さらにアメリカ国有林利用計画にお

ける市民等の参加の実態として，営林署の原案に対す

る意見・コメントの提出状況が報告された。次に国有

林地帯における原木市売市場の現状と課題として，秋

田県の事例について，森林総研のグループから3題の

報告があった。このほか農林事業団，地租改正と農民

的林野利用，吉野製材産地の構造と再編方向，プレカ

ツト加工の展開と木材流通の再編，それに名古屋地域

の木製家具製造業界に関する報告があった。

次に西ヨーロッパの木材市場と価格形成，旧西ドイ

ツの林業経営と農山村の景観保全，ドイツの大学にお

ける林業経営学・林政学関係の動向が報告された。

熱帯林に関しては，フィリピンの国有地での農家に

よる契約造林システム，特用林産物生産による森林の

永続的維持としてタイ漆器用ウルシ採取の実態と問題

点，それにタイのカオヤイ国立公園の実態についての

報告があった。

また，大阪府の都市近郊における森林保全問題，奄

美大島の林業と固有鳥獣種の保護（代案の比較評価）

について報告がなされた。



経営部門
東京大学農学部竜原哲

森林総合研究所林業経営部鵬尾元

経営部門では2会場に分かれ,合計65題の発表が行

われた。今年は特に森林・林業に対する意識調査，シ

ステム収穫表の開発やGISの利用などの実用的な研

究，長伐期施業・複層林施業に関する研究などが目に

ついた。また，昨年に続いてアンケート調査に基づく

発表が多く見られた。

森林調査については次のような報告があった。地上

調査法としては，ノンプリズム式光波測距機を用いた

樹木の計測法9GPS(汎地球測位システム）を用いた

森林調査法など，新たな手法が紹介された。リモート

センシングでは，新潟市南方の森林分類，赤城山の森

林衰退現象の把握テクスチャを用いた天然林の樹冠

疎密度・針広混交率区分についてのほか，植生指標の

季節変化，熱帯季節林の植生の季節変化，熱帯林山火

事解析についての発表があった。航空写真を利用した

調査では，樹冠面積からの広葉樹の材積推定の事例，

空中写真と地理情報を利用した地位区分，微細点格子

板を用いた人工林の間伐履歴の判読の試み，造林地の

本数残存率の把握について発表された。地理情報シス

テムを利用した研究としては，現在の森林基本図と森

林簿による過去100年程度の林相の復元，衛星画像と

組み合わせて小班の林相と地利条件を解析した研究が

発表された。その他，アカエゾマツ造林木を基に年輪

情報と気象データとの関連が明らかにされた。

成長予測関係では次のような発表が行われた。単木

の成長では，ヒノキの成長と気象との関連，海岸のク

ロマツの特殊な成長過程が発表された。幹1111線式につ

いては，力学的モデルにより根張りを表したもの，あ

る断面の直径とそこから梢端までの距離の相対成長と

して表したものが発表された。樹冠部の成長について

枝の相対成長幹形から論じられたものが，スギとヒノ

キについてl題ずつあった。人工林の成長を論じたも

のとしては，胸高直径，樹高の林分合計が，ある時期

から減少することに注目した平均堂の成長式，単木成

長と林分成長を結び付けた成長モデル，直径分布を表

すワイプル分布のパラメータの間伐後の変化について

の発表があった。天然林では，直径分布の変化から求

める直径遷移行列の推定法が発表された。さらに，二

段林の下木の成長予測に関する検討，上木・下木の材

積成長モデルについての発表が行われた。収稚予測に

関しては，長野カラマツ林システム収穫表の調整，リ
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チャード成長関数に基づくヒノキ人工林の収穫予測シ

ステム，カラマツとトドマツの複層林の収穫予測モデ

ルについての発表があった。

森林施業・計画に関するものでは次のような発表が

行われた。施業と林分構造との関係では，粗放な択伐

林施業を行った天然林の林分構造，放置された人工林

の林分構造に基づく低コスト育林についての検討，牧

場の高齢林の複層林化への試み，沖縄諸島の風衝林地

の林分構造について報告された。保育との関係では，

林木間の差が比較的少ない広葉樹若齢林分に対する保

育間伐のあり方，ミズナラ壮齢木に対する施肥効果に

ついて報告された。長伐期経営に関しては，林家の経

営意識と経営実態，主伐時の林齢・素材径級と収益性

との関係，高野山国有林を事例とした長伐期施業の収

益性について発表された。経営・流通については，落

葉を堆肥として利用することによる都市近郊林の保全

策の提案，ダム開発予定地域における農林家経営と山

林利用の実態，経営モデルを基にした家族労働量の試

算，京都大学芦生演習林における施業と森林利用の移

り変わり，戦後の国有林経営と地元農民による林野利

用との関係，林班設定当時の施業と林班面積・地形条

件との関係，シイタケ生産者の現状と今後の考え方，

青果物小売業者の山菜・きのこに対する認識，西川林

業地の私有林における集約施業の実態とそのための条

件，林業経営における機械化の意義と条件，中国黒竜

江省のカラマツ人工林の経営，などが発表された。森

林計画では，減反率算定の簡便法と減反率の変化，広

島県筒賀村有林における森林計画の編成の遷移，林業

生産活動モデルに対するシステムダイナミックス法の

適用，について報告された。

森林・林業に関する意識については9題の報告が行

われた。東京都世田谷区および奥多摩町の住民の意識

調査，自然休養林利用者の意識調査，国立公園の利用

者とその周辺の農漁村住民の自然認識に関する調査，

についての結果が報告され，ブラジル・アマゾンの森

林開発にかかわる住民の意識調査が紹介された。また，

林業PR活動のための常設展示施設の今後のあり方に

対する提案が行われた。

その他，各成長点における照度に対応したホオノキ

の樹形発達モデルとその3次元コンピュータグラフィ

ック表示，地図情報を取り入れた試験地データベース，

IUFROシンポジウムに来日参加した外国人研究者の

日本林業への印象の紹介があった。

林業技術No.6021992.5
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風 致部門
東京大学農学部堀繁

本部門は今年度より新設された。森林の保健休養利

用，景観に関する関心の高まりと，関連研究の増加に

対応するものであり，昨年の大会でも部門新設の必要

性が唱えられていたものである。1題が取り消され，

19題の発表が行われたが,部門独立の遅れを取り戻そ

うとするかのような熱気にあふれた討論が続いた。

歴史・原論系が6題あった。米国ウイルダネス法の

成立過程に関し，森林局と国立公園局の関係の考察，

わが国の森林生態系保護地域成立過程との類似性の指

摘の2題の報告があった。また，アンケートに基づく

東京と長野の森林認識の比較，武蔵野の屋敷林の現況

と変遷環境材整備事業の実態分析，富士山型成層火

山の斜面の形状解析の各報告があった。

計画系は9題あった。うち，心理実験を伴う景観研

究が3題あり，山岳森林地の橋梁の色彩，林道法面の

工法，針葉樹人工林の風致施業に関するものであった。

また，都市近郊林の保健休養利用の実態と意識に関

する報告が4題あった。鳥取自然休養林の日常的利用

者の健康効果意識，鎌倉散座ヶ池の森林公園の周辺住

民の森林保全協力意識と森林の豊かさやかかわりの深

さとの関係，花巻胡四王山の日常利用者と観光利用者

との行動や意識の相違，名寄の望湖自然公園ほか森林

に対する近隣3市町の利用実態に関する各報告であっ
た。

ほかに，農村の空間認識に果たす樹木の役割りに関

する研究，評価の高い街路樹とそうでないものの2群

の物理的属性の差の検討・考察に関するものがあった。

管理系は2題で，野営場利用が森林環境に及ぼす影

響と，ニリンソウ・エゾエンゴサクの群落拡大と環境

要因・生活史特性との関連に関する各報告であった。

手法関連には，ファジー理論を応用したランドサッ

トTMデータの判読に関する報告,都市近郊林に期待

されるアメニティ的質と生態学的質の総合評価手法の

試案の2つがあった。

立地部門
森林総合研究所森林環境部田中永晴

〃 相澤州平

立地部門では43課題の発表が行われた｡今回も酸|誹

雨に代表されるような環境問題に対して関心が高かつ
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たようである。特に水質に関する研究は，酸性降下物

の面からとらえた降水や霧だけでなく，海から飛来し

てくるイオンの影響，林内雨・樹幹流の性質や樹種と

の関係，さらにそれらが土壌や土壊水に与える影郷，

そしてその土壊や土壌水の性質の変化とそれに関連し

た渓流水・河川水の水質とその変化というように，一

連の水文循環の各パートに対する研究が活発に行われ

ており，樹木衰退との関連だけでなく，森林生態系に

おける総合的な水質環境の研究として今後いっそう発

展することが予想される。

その他環境関連の発表としては，大気中の二酸化炭

素機度が現在の2倍になったときを想定した，地球規

模の植生の変化が，気候条件の変化との関係からシミ

ュレーションモデルとして検討された。また，南西諸

島における林地からの赤土流出について，土壌との関

係から報告された。

土壌水分の動態に関する分野では，吸引法による不

飽和流測定法，土研式簡易貫入計によるテンションメ

ータ設置法，小径電気絶縁用磁製管を用いた局所的水

分測定法および測定例が紹介され，山地小流域で推定

された保水率と流出水溌との関係や，季節変動が明ら

かにされた。

土壌と立地環境，林木の成長との関係については，

目的やスケールに応じた適切な手法により立地環境の

詳細な把握が可能なことが，丘陵地の広葉樹林下にお

ける表層のメッシュデータと微地形区分の解析および

代表断面の理化学性と組み合わせた諸糊生値の分布の

推定，海岸砂丘の土壌の汀線からの距離と微地形によ

る細区分，山地帯の落葉広葉樹林における表層土壌の

物理性の諸特性値の分布と相互関係の解明等として報

告された。熱帯林については，海抜高別の土壌の特徴

と植生との関係や，早生樹種の成長と細IE効果や立地

条件との関係が報告された。また，特殊な土壌として

茨城県北部から福島県にかけて分布する硫酸塩土壌の

性質が明らかにされた。さらに，ヒノキ人工林におけ

る細根の生産量と季節変動，挿し木スギ幼齢林におけ

る成長差の原因，チシマザサの被害と復活状況から厳

冬期の環境条件等が推定された。

植物への義分供給に関する分野では，スギ挿し木苗

の葉面散布による窒素吸収や苗木の水耕栽培における

通気効果について，姻肥との関係で検討された。また

窒素の無機化については，温度や土壌水分と無機化速

度との関係，実際に野外でインキュベーションを行っ

た例などが報告された。アカマツとスギの硝酸還元酵

素の性質,アカマツ針葉の分解過程での謹分移動,LIW

における非共生的窒素固定速度の制限因子等が明らか



にされた。養分循環の面からはスギ幼齢林について，

降水から土壌，渓流水までの無機態窒素などの無機元

素の分布を調べた結果が報告された。この分野は，水

質の問題とも大きく関係しており，いっそうの充実が

望まれる。

造林部門

造林I会場
森林総合研究所生物機能開発部

〃

吉村研介

北村系子

造林1会場では，遺伝･育種を中心に53編の報告が

あった｡対象樹種は針葉樹が多く､スャ20編,その
他，ヒノキ属，マツ属，モミ属カラマツ属に関する

研究発表があった。広葉樹はナラ属4編を筆頭にブナ，

ユーカリ，ヤナギ，ケヤキ，シラカンバ，チョウセン

ゴミシと]3編の報告があった｡遺伝的形質としては成

長，葉や実などの形態変異，材色，着花性，結実率，

冬芽形成時期，葉緑素異常，形態異常，アイソザイム，

DNA,染色体，虫害抵抗性と多岐にわたっていた。

アイソザイム関連が例年どおり最も多く，13編の報

告があった。針葉樹ではスギ，ヒノキ，シラベ，ウラ

ジロモミ，オオシラピソ，トドマツ，広葉樹ではユー

カリ，ブナ，ミズナラ，これらに加えてカラマツ心腐

れ病菌にまで応用範囲が広げられている。活用方法と

しては連鎖分析，遺伝的変異，類縁関係，クローン分

析，自殖率の推定と様々な報告がなされた。スギでは

アイソザイムと色素・形態の連鎖分析，人工林の遺伝

的変異および挿し木林分の構成クローン数の研究結果

が報告された。集団間の遺伝的変異についてヒノキ，

オオシラピソ，ブナの報告があった。九州地方のヒノ

キ挿し木品種ナンゴウヒでクローン分析の結果が報告

された。トドマツ採種園で低頻度の対立遺伝子を追跡

することによって，自殖率の推定が行われた。ミズナ

ラとミヤマナラの類縁関係に関する研究では，両者間

で高頻度の遺伝子交換の可能性が示唆された。シラベ，

ウラジロモミではアイソザイム遺伝子座の探索結果，

ユーカリ属では分析手法の見直しとともに数酵素種で

の泳動結果が報告された。また，林木だけでなくカラ

マツ心腐れ病菌のうち主要な3種の分類にアイソザイ

ムパターンを応用する試みがなされている。

DNA関連では4編の報告があった。そのうち2編

はRAPD法(1)CRを用いランダムにDNAを増幅し，

増幅されたDNAを解析する方法）を利用して針葉樹
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類およびブナで新しい遺伝マーカーを開発した結果で

あった。植物においてはDNA指紋法に有効なプロー

プが動物に比べると少ないこと，また，アイソザイム

でも個体識別に使う場合の限界が見きわめられつつあ

ることから，新しい遺伝マーカーとして注目される。

スギの200個のDNA断片から30個のDNA制限酵

素断片長多型(RFLP)プロープをスクリーニングし，

そのうち9個の遊伝様式が解明され，これらの7割は

核DNA由来の配列で連鎖地図作成に利用可能である

との報告があった｡また,ヒトのY染色体上にあって雄

性発現の引き金となるSRY遺伝子をDNAプローブ

として解析した結果，雌雄異株植物であるヤナギ科植

物で類似のDNA断片を検出したという報告があった。

大きな社会問題となっているスギの花粉症に関連し

て，スギの着花性に関する研究が4編あった。スギの

精英樹クローンの着花性に関する調査が進んでおり，

クローン間の着花性の差が明確になりつつある。また，

その遺伝性を明らかにする仕事が始まっていて，遺伝

様式が現在までのところ相加的遺伝とみなされている，

通常の集団選抜育種でかなりの効果が見込まれそうだ。

スギの造林をやめるわけにはいかない現在，長期的な

スギ花粉症対策として位置づけられる。また，着花性

に関してはI､ドマツ，つる性木本のチョウセンゴミシ

に関して報告があり，トドマツでは高標高地区のもの

が低標高地区のものより着花性の高いことが報告され，

チョウセンゴミシは単性花を着ける雌雄同株種であり，

つるの長さと，雌花雄花の着花性に，ある程度の違い

が見られることが報告された。

虫害抵抗性関連では，マツノザイセンチュウとスギ

カミキリについての報告がなされた。マツノザイセン

チュウでは実生後代の検定で，現在進められているマ

ツノザイセンチュウ抵抗性育種事業の成果をうかがわ

せる結果である｡スギカミキリでは10年目の抵抗性ク

ローン検定林で，現在までは抵抗性を示すクローンが

多いという報告と，生立木に接種する際の技術的問題

点に関する報告があった。これまでスギカミキリ抵抗

性育種においては，間接検定に関するものが多かった。

ようやく直接検定の結果が出せるようになったことを

示しており，今後の成果が期待される。

その他，心材色は目視による方法が一般的であるが，

機械測定でどのように対応するかが論議された｡導入

樹種では,ユーカリ属およびマツ属の成長についての報

告がなされた。サワラとベニヒの種間交雑種がサワラ

ギ×ベニヒcﾃ'では3倍体になり，ベニヒ芋×サワラダ

では2倍体であるという報告,さらに,アカマツとブナ

について自殖率と結実性の観点からの報告がなされた。
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造林II会場
森林総合研究所森林環境部

群馬県林業試験場環境課

森林総合研究所生産技術部

垰lU宏

I11沢修
落合幸仁

造林I1会場(1日目）では，森林の天然更新など，

生態的な問題が扱われた。対象とする樹種，調査研究

の視点は多方面にわたっており，活発な議論が展開さ

れた。

森林群落の生産椛造は，樹幹力城長しても相似形的

に変化し基本的には変わらないことが示された。槌成

種の変化を伴う天然林の動態については，長期観察を

前提とした固定調査地の設定と近年の動態，渓畔域の

地形と更新特性等を巡る報告があり，群落の多様性と

そのとらえ方についての議論がなされた。

マツ林の更新については，‐ド種更新による海岸クロ

マツ林の成立過程，野鳥による都市林への種子の持ち

込み，海岸アカマツ林における実生の発生と消長につ

いての報告があった。陽性の樹種であるホオノキにつ

いて種子散布，当年生実生の発生環境について報告さ

れた。

常緑広葉樹林については，九州のカシ林における主

要樹種の分布と更新動態について，樹種ごとの特性が

明らかにされたほか，クスノキ人工林の林分椛成が報

告された。モミ・ツガ林の構造と動態についても2つ

の地域から報告され，今後の推移について議論された。

落葉広葉樹林の構造については3つの報告があり，

樹種と個体サイズを中心に二次林の解析が行われ，遷

移の予測がなされた。積雪が林木に及ぼす影響につい

ては，広葉樹林での解析結果，雪圧の測定法の発表が

あり，雪圧の影響の現れ方が話題となった。

亜高山針葉樹林については，林冠ギャップと更新の

関係についての2つの報告，帯状伐採跡地の更新状況

の報告からシラベ，コメツガ，ダケカンパ等の消長が

議論され，オオシラビソの分布域拡大におけるササ，

ダケカンバの役割りについても様々な意見が出された。

また,ウラジロモミの種子稔性について受粉条件.交配

様式との関係が論じられ，更新問題に話題を提供した。

2日目は12課題の発表が行われた。rブナ林」が注

目されている中で，樹高30m以上の巨木が残る山形

県の大積のブナ林の植生，北限地帯のブナ2次林の更

新状況に関する報告があった。また，同じブナ属で欝

陵島だけにあるタケシマブナの更新機構とイヌプナと

の比較に関する報告があり，ブナ林の更新様式まで議

論が及んだ。スギについては立山のスギ天然林に関し

て3課題あり，更新機構について議論が集中した。特
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にアロザイム変異から検討された，標高1750m地点

の林分の特異性が注目された。このほかスギ・ヒノキ

に関してスギ混交天然林伐採後の回復状況，スギ幼齢

林に侵入した広葉樹，ヒノキ人工林の林床植生につい

ての報告があった。広葉樹の更新に関しては，マテバ

シイ・アオキ・コナラについて報告があり，マテバシ

イ実生と光環境との関係，アオキの伏条萌芽更新と斜

面傾斜との関係，コナラ稚樹の生育状況について検討

がなされた。

3日目の講演は，午前6課題，午後9課題(予定10

課題のうち1課題中止）が行われた。午前中の講演内

容は，広葉樹種子の発芽特性に関する講演が主であっ

た。午後の講演は，午前中ほどそれぞれの講演のテー

マに強い共通性はなかったが，なんらかの影響が加わ

ったときの植物や森林の反応がテーマになった講演が

多かった。会場には終始30～40人の参加者があった。

まず，午前中は，林床に播種したイヌエンジュ種子

の樹冠下，ギャップ下および開放地での発芽とその後

の成長について，シオジとサワグルミ実生の様々な環

境下での発生消長について，シラカンバ種子の秋発芽

と翌年の発芽について，それぞれ報告がなされた。続

いて，北海道の落葉広葉樹天然林内の数樹種における

実生の発生消長について，1990年と1991年のミズメ

種子生産について，上木伐採が埋土種子の発芽に与え

る影響について，それぞれ報告がなされた。以上，午

前中は，9時～11時まで総合討論2回を含めた講演が

行われた。

午後は，ブルネイと日本の人工的なギャップ内と林

内での土壌水分の違いについて，茨城県内に発生した

111火事後の植生の回復について，台風によって受けた

大山ブナ林の被害について，スギ黒点枝枯病の被害に

あったスギの葉量の減少について，秩父山地甲武信岳

を中心に発生した雨氷害についての報告が，それぞれ

なされた。続いて，鳥取県内のケヤキ分布と緯度，標

高，集落などとの関係について，カラマツ天然林の稚

樹と風倒木の樹幹解析の結果について，ヤツバキクイ

ムシによるエゾマツの被害について，刈り払ったチマ

キザサの再生についての報告が，それぞれ行われた。

以上，午後は，総合討論2回を含め1時～4時まで講

演が行われた。

造林Ⅲ会場
林木育種センター育種課

岩手大学農学部

宮浦富保
白幡学

造林111会場では，主に物質循環，森林の物理的環境，

成長および樹木生理に関する発表が行われた。



広葉樹あるいは広葉樹林について，現存量の推定，

細根の純生産量の新しい方法による推定例，落葉落枝

戯，肥大成長の季節変化の測定例など5編の発表が行

われた。萌芽形態に関して，広葉樹の萌芽枝のサイズ

機成と主幹サイズとの関係，およびスギ幼木の萌芽発

生の特性を実験的に調べた例が報告された。樹冠形に

関する発表では，スギ2品種での枝葉の空間分布の違

い，カエデ葉群クラスターの空間分布，エゾマツの樹

冠部位による葉の形態の違い，樹形形成過程の種によ

る違いといったテーマでの発表が行われた。森林内あ

るいは単木樹冠内の光環境について，樹冠構造や成長，

品種間差，量子収率の観点から7編の発表が行われた。

内容は，測定方法を工夫したもの，シミュレーション

やモデルを用いたものなど多岐にわたっていた。光合

成に関するテーマは数も多く，生理学的，生態学的な

視点から，さまざまな研究発表が行われた。主に広葉

樹,ササを対象として,樹種による違い,CO2濃度や蒸

散，土壊水分，光環境との関係，環境汚染による影響，

強光阻害の効果などの側面から9編の発表が行われた。

また，蒸散の問題について，光強度と気孔コンダクタ

ンスの関係，土壌水分条件の違いによる影響という観

点から2編の発表が行われた。ほかに，光合成と維持

コストに基づくモデルを用いた葉の寿命に関する考察，

単木機能量に関する相対成長関係の測定例，日本の森

林はCO2のシンクか，ソースか，という問題について

の考察が発表された。

CO縦度と樹木の関連について,CO殿度の季節変

動を林分内と都市域内樹林帯で測定したものが，それ

ぞれ1編ずつあり，大気中のCO2濃度変動に及ぼす樹

木の影響や気象要因との関連について考察していた。

また,5,000ppmまで濃度を上げた場合の針葉樹，広

葉樹の光合成，蒸散反応について比較検討した発表が

あった。

アカマツ幼齢林で樹皮呼吸量の推定に関する発表が

2編続いた後，樹体内の水分移動に関する発表が2編

あり，樹液流モデルを十数種の樹木の測定値から検討

したもの，通水抵抗の樹体内分布について論じ，マテ

バシイとヒノキを比較したものがあった。また，生育

温度に対する樹木の成長に関する発表として，カワヤ

ナギを対象としたものが2編あった。1編は，成長特

性との関連を乾物生産，光合成速度，幹の組織構造の

面から論じたもの，他の1編は，雌雄個側捌の成長特

性を検討したものであった。また，北海道産ヤナギ属，

ハコヤナギ属の光合成特性の季節変化に関する発表も

あった。

内生菌感染率とタンニン，窒素含量との関係，酸性
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霧による生理障害に対する菌根形成の効果をアカマツ，

クロマツについて検討した発表が1編ずつあった。ま

た，スギこぶ病組織内にクロロフィルを確認し，その

分布を調べたもの，3種の広葉樹の葉と枝の糖濃度，

組成の日変化，季節変化を調べ，葉と枝の間の転流を

論じた発表があった。

植物ホルモンと樹木の生理現象に関する発表は，滞

水環境下における不定根形成に関するものや，水欠乏

ストレスとアプサイシン酸，エチレンとの関係が2編，

また，スギ内生ジベレリンに関する発表，数種の植物

ホルモンによる形成層活動の調節，ポプラのカルス形

成に関する発表があり，活発な意見交換が行われた。

また，クロマツ芽生え時の光化学系II複合体構築の

解析に関する発表，シラカンバのマイマイガ幼虫によ

る食害忌避作用としてのケミカルコミュニケーション

に関する発表が2編あった。

造林1V会場
京都大学農学部

森林総合研究所四国支所

渡辺弘之
竹内郁雄

造林1V会場の第1日目は，主として熱帯造林に関す

る19の報告があった｡遣伝子資源保存の見地から沖縄

での森林の樹種構成とその利用区分，マレーシアでの

フタパガキ科樹種7属21種についての葉緑体DNA

を指標としての系統分類の試み，ブルネイでのアガチ

ィスの母樹と稚樹の分布・アイソザイム分析でのその

類縁・天然更新についての報告があった。

わが国森林研究者による熱帯造林研究は活発で，今

回もカリマンタンの択伐施業地での択伐による蓄祇減

少・残存木の損傷率・ギャップ・林床かく乱と天然更

新の成否，ブルネイの湿地林における非有用樹種の亜

高木除去による有用樹稚樹の生育促進，サラワクの混

合フタパガキ林における有用樹種カブール稚樹の分

布・死亡過程など択伐・天然更新問題，タイでのせき

悪地に造成されたユーカリ林の一次生産量とその配分，

ウルシ採取天然林の構造と永続的ウルシ生産など，熱

帯造林の当面している多様な問題が，データを示して

報告され，活発な討論があった。

また，タイでの直達･散乱光合成有効放射量の測定・

その季節変化，樹高・植栽間隔からの林内照度測定法，

主要造林樹種4種の庇陰による生育試験例力津賠され

た。国内での試験によるアカシア類の乾燥，低温，土

壊温度に対する反応の基礎的報告が3題あった。

もう一つのまとまった報告はマングローブに関する

もので，スマトラの構成樹種の異なるマングローブで

のリターフォール量の実測例とともに，実験条件下で
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の酸素供給による胎生種子の根系の発達，滞水時間の

違い，謎分供給の違いでの胎生種子の生育が報告され

た。塩類濃度・溶存酸素・pH･土壌の深さ・滞水時間

など多様な環境条件下に生育するマングローブ樹種に

対する単一条件下での実験について，その問題点厳ど

の指摘があった。

2日目以降，広葉樹の種子や人工造林に関する報告

は5題見られた。コナラ種子の受粉後の発育段階ごと

に種子数の変化が調査された｡種子貯蔵に関して,ブナ

の温度条件や発生ガスとの関連が明らかにされ，ミズ

ナラやシラカシがI恂販されている製品で貯蔵できるこ

とが確認された｡人工造林に関しては,ブナで活着率を

上げるため細根量を増加させる切断試験が，コナラ大

苗で幹切断植栽が行われ，植栽後の成長が検討された。

スギ，ヒノキ人工林の施業関連は6題が報告された。

下刈りを省いた二段林下木と帯状更新林分，群状植栽

林分での生育状況が報告された。また，上層間伐と従

来の下層間伐を繰り返した20年間の生育状況が報告

された。これらは，林業経営の悪化や労働力の確保が

困難な状況の下で，施業での省力化や低コスト化の技

術開発を目指すものとして論議された。二段林関連で

は，下木のサンプスギが実生スギより生育が悪かった

ことや,上木の伐採,搬出による下木被害が検討された。

せき悪林地における植生やクロマツ植栽木の枯死状

況の報告や，老大木に見られる2本の個体が接合した

接合木の区分や成長方向の乱れとその要因の検討が行

われた。また，古い家屋の建築年代を推定するため，

建築材と年代のわかった林木の年輪幅を重ね合わせる

方法の検討とその事例が発表された。広葉樹について

は，小径木の生育や材質とそれらの解析方法が示され，

多くの樹種で直径成長の季節変化と樹種特性が明らか

にされた。

材色については,l題が取りやめとなり3題が報告

された。メアサスギの幼齢木根曲り部の変色は，直立

すると薄れることが明らかにされた。ケヤキは，アカ

ケヤキとアオケヤキで材質が異なるし価格差があるた

め，樹形や樹皮，葉色，樹皮色，葉の大きさ等外観か

らの材色判定方法が検討されたが，これらとの関連は

明らかでなく，今後の課題として残った。

バイテク部門
森林総合研究所生物機能開発部細井佳久

東京大学農学部小島克己

バイテク部門では2日間にわたり26課題の発表が
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あった。内容は様々であったが，増殖や育種を目的と

した組織培養や，それと関連した順化技術等について

の発表が比較的多かった。そのほか花粉特異的な核タ

ンパク質の解析，培養細胞を用いた実験や細胞培養

系・プロトプラスト関連の報告，染色体の解析などの

発表があった。

初日は，組織培養によるカルスの誘導・器官分化・

個体再生などについて，マングローブの胚軸，グイマ

ツ雑種F1の冬芽，ニセアカシアの約，キイチゴ類の腋

芽，イチイの種子胚といった材料で報告がなされた。

培養組織に対するキシロオリゴ糖の生理活性や培養植

物のカプセル化に関する報告もあった。また細胞レベ

ルでの発表では，ポプラの培養細胞を用いた同調化の

試み，アカシア培養細胞の培地中での反応解析，雑種

ヤマナラシのプロトプラスト培養，耐塩性樹木からの

プロトプラスト単離等の報告がなされた。

2日目は，有用樹種や実験材料樹種の増殖に関する

研究として，ヤエヤマシタン，ハマポウ，熱帯産アカ

シア，カリン，中国産ポプラ，沙柳，クヌギ，エゾヤ

マザクラを材料にした報告があった。このほかに針葉

樹の核型分析やAgy""""l"〃噸(EE""によるコウ

ゾの形質転換，ユリの花粉特異的タンパク質の構造解

析についての報告があった。

増殖に関する研究も，培養系の確立が最終目標では

なく，生理研究，遺伝子保全・育種研究などを目的と

した通過点になってきている。会場から，バイテクが

社会にいかなる貢献をしうるのか，という質問が投じ

られたことは，この分野が成熟を迎え，新たな方向を

目指す時期にきていることを示している。育種研究へ

の方向は明らかになりつつあるが，生理研究への方向

はまだその入り口を探している状態である。細胞の増

殖機構，分化機構，スギの不稔性，塩類，乾燥，酸性

土壌などのストレスへの反応機描など生理研究の発展

が期待される。

保護部門
東京大学農学部補田健二

森林総合研究所東北支所鎌田直人

樹病の分野では，保護Ⅱ会場で食菌性ダニに関する

もの1題を含む24題の報告があったほか,保護I会場

でキクイムシ，キバチ随伴菌に関する報告が行われ，

材線虫病についても保護1,11両会場で発表があった

が，これらは昆虫・樹病研究者共通のテーマであり，

発表会場が分かれていたことが惜しまれる。また，根



株腐朽に関するものが多かったほか，漏脂病，ナラタ

ケについても複数の発表があったが，テーマと発表順

序に関連性が薄かった。欲をいえば，総合討論を充実

させるために，プログラム編成にもうひと工夫ほしか

った。

根株腐朽病害のうち，沖縄県で問題となっている南

根腐病については，枯損推移に関する報告と，アイソ

ザイムを用いた林内での菌の系統分布と感染経路に関

する報告があり，カラマツ根株腐朽病については，林

内での菌のトラップや被害実態と土壌要因についての

報告があったほか,拮抗菌乃iC"0"gﾉ抑”による生物防

除の試みが報告された。また，近年の熱帯林研究の進

展に伴って，アカシアマンギウムの心材腐れについて

の報告も目を引いた。

ヒノキの漏脂病については，引き続き関心の高さが

感じられ,C"/0"0"tゆs恋菌による病徴と野外の漏脂

病の病徴との差異に関するもの，傷害樹脂道の形成機

榊，成長と樹脂道形成能との関係に関するものがあり，

ヒノキの傷害樹脂道形成に関する基礎的な検討があら

ためて必要であることが認識された。

ナラタケ病については，生物学的種や樹木生理を念

頭に置いた接種試験の試みが2題あり，今後の方向性

を打ち出したが，いずれも確実な接種法の開発に課題

を残した。

病態生理学的なものでは，カラマツヤツバキクイム

シ随伴青変菌による水分通導阻害を接種時期別に観察

した報告や，樹幹注入剤によるマツの水分通導阻害に
いらよう

関する報告があったが,いずれも材線虫病の萎凋枯死

機織との類似性が見られ，針葉樹木部の感染に対する

反応の共通性を示唆しているように思われる。材線虫

病については，京都でチョウセンゴヨウに生じた被害

が年越し枯れであることが示唆され，興味を引いた。

また，感染に対する防御反応である傷害周皮形成に関

する報告が,材線虫病と樹脂胴枯病についてあった｡今

後，病態生理や抵抗性機構の分野に進展が期待される。

また，新病害としてのナカハラクロキ癌腫細菌病，

ナツツバキ炭そ病の報告，暗色枝枯病の感染機構に関

する報告，ペスタロチア菌のアイソザイムを用いた再

検討に関する報告があった。

生態的なものでは，モミ林の菌根に関する報告，ブ

ナ雅苗の枯死原因に関する報告，酸性霧に関する報告

があった。森林内での菌根菌や病原菌の更新への関与

や，生態系における位置づけなども，今後の発展が期

待される分野であり，造林，立地部門でのいくつかの

発表と関連して興味が持たれた。

昆虫関連の分野では，スギ・ヒノキの材質劣化害虫，
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材線虫病関係，マツカレハなどの各種食葉性昆虫，種

子害虫,昆虫群集や天敵に|卿する研究など各々2～5題

の発表が見られた。全体的には研究対象の多様化がい

っそう進んだことと，基礎的研究の増加が目についた。

その中では，ヒノキカワモグリガに関する講演が5

題で最も多かった。立木に影響を与えることなく，外

見から幼虫密度を推定できることが明らかにされた。

これまで，幼虫密度の推定が穿孔性昆虫の研究を進め

るうえで大きな障害となっていたが，これによって本

種の研究が大きく進展することが期待できる。

スギノアカネトラカミキリでは，枝の太さに関係な

く被害率はほぼ一定であること，本種の分布が前生樹

種とかかわりが深いことが明らかにされたほか，これ

まではほとんどないといわれていたスギ林外への飛び

出しが，かなり頻繁に起こっているという報告があっ

た。

スギカミキリについては，発育経過や人工飼料など

の基礎的研究や，被害率を標高と肥大率で予測する試
・い

み，合成幼若ホルモンによる孵化阻害の研究が報告さ

れた。

マツの材線虫病関係では，昆虫寄生菌を使ったマツ

ノマダラカミキリの生物的防除や抵抗性クロマツの検

定などの応用的な研究のほか，材線虫感染に伴うマツ

の生理的な変化を調べた基礎的研究も発表された。

それぞれに研究の進展が見られていることはおおい

に評価されるが，大きなプロジェクl､として全体を見

ると，多少物足りない感があった。

全国的に発生しているナラ類の集団枯損に関しては，

今後，昆虫・樹病・植物生理の各方面からの総合的な

アプローチカ窪まれる。

そのほか，誘引剤とトラップを組み合わせることに

よって，各種の昆虫群集を解析する研究が3題見られ

た。非常に多くの昆虫を手軽に捕獲できるため，昆虫

群集の解析にはきわめて有効な方法である。しかし，

トラップの設置場所や高さによって，捕獲される個体

数や種構成が変化することから，実験計画とデータ処

理には細心の注意を払う必要があろう。

鳥獣関連の分野では，ネズミ・ノウサギ・リス・シ

カ・カモシカ・カワウについて発表が見られた。

内容的に見ると，基礎的生態に関するものでは，ネ

ズミ類の種間関係や食物選択性，ニホンリスの行動圏

の性差，ヤマビルの生態について発表された。

応用的な分野では，開発と野生鳥獣保護の問題，腱

林業被害の解析や，被害防止方法に関する研究が見ら

れた。人間の活動圏が奥地化することによって引き起

こされた問題が多く，いずれも単純な解決は難しいよ

林業技術NC6021992．5
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うである。野生鳥獣の保護と農林業被害は常に背中合

わせの問題であり，今後ともより広い視野に立って研

究していく必要があると思われる。

防災部門
愛媛大学農学部戎信宏

森林総合研究所森林環境部藤枝基久

4月1日の発表は，土砂，斜面安定，土壌侵食，雪

害など'9課題であった｡まず裸地の草本導入の研究で

は，草本類の環境特性の検討が行われた。土砂はん濫

原の履歴の研究は，森林の構造を調査することで土砂

はん濫の時間的空間的な動態を追跡できるとして，概

念的なモデルが示された。泥流による森林破壊と再生

の研究の2課題は，災害を受けた森林の林分構造と林

齢構造を調査してその成立パターンを検討し，その構

造から泥流の流下状況の把握を試み，流下した区域を

流下，はく離，堆積区間に分類した。侵食の特徴と森

林の斜面安定効果の研究では，中国黄土高原の侵食崩

壊形態の分類と樹木根系の分布調査の結果が報告され

た。緑資源の立地環境の評価では，植生区分別の伐根

抵抗力が示された。日立市の林野火災の研究では，地

中火について報告された。福岡県の台風による竹林被

害調査では，よく管理された竹林や竹齢1～2年の竹

林に被害が多く，塩の飛散は海岸から40km程度まで

及んでいたことが示された。クロマツ防風林内の雨滴

侵食の研究では林内の斜面で観測を行い，雨滴衝撃力

と土砂量の関係を示した。間伐材防風柵による塩風減

少効果の研究では，改良柵において塩分の減少の効果

が従来の柵より高いことが示された。凍結融解による

森林土壌の受食性の研究では，土壊の団粒構造の破壊

について実験結果が示された。真砂土の表層侵食につ

いては，根張りの影響が示された。一面せん断試験に

よる土の強度分布の研究は，垂直応力とせん断強度に

ついて非線形の解析を行った。雪食崩壊地の研究は，

積雪移動圧の測定，移動圧による伐根の脱落による崩

壊などの検討が行われた。流木分布に関する研究はア

メリカ・オレゴン州の事例で，流木は河川の曲流部2

次流路の入口に多く分布することが示された。渓間の

森林の土砂かん止機能と防災対策の研究は，ダム天端

に杭を立て森林の係留機能を補強する考えが示された。

火山地の土砂害と土地利用に関する研究は，土地利用

を指標として土砂害危険地域を桜島で示した。

4月2日の発表は，森林気象，蒸発散に関する研究

の13課題であった。まず,長野県下での雨氷現象の報
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告があり，インドネシア・メラピ山のレーダ雨量計に

よる雨域の移動性についてアニメーションによる報告

があった。山岳地の降雨量の研究は，概高と方位の影

聯を重回帰式で推定する方法が示された。次に，融雪

関係の研究が4課題発表された。まず融雪分布型モデ

ルによる融雪塗の推定が示された。残りの3課題は林

内外の微気象観測で，バルク法等による融雪量の推定

が示された。蒸発散の研究では森林における乱流拡散

係数の測定が報告された。また，幹熱収支法を使った

樹液流動の測定が報告された。乾砂層の蒸発の研究は，

その形成過程を3段階に分けて考察された。中国毛烏

素沙地の熱収支の研究は，調査地区で4つの異なる場

所での熱収支構造が示された。リモートセンシングに

よる蒸発散分布の研究では,TMデータから得られる

NDVI値と森林の群落抵抗の関係が示された。

4月3日の森林水文学に関する発表は，斜面水文学

関係が6課題，傾斜変換点に着目した表層崩壊が2課

題，表層土噌の透水性・保水性を扱ったものが3課題，

渓流の水質（浮遊物質も含む）が4課題，流域の流出

特性に関するものが6課題，その他であった。これら

の中には，海外の水文調査(インドネシア，ブラジル）

を取り扱ったものが3課題あった。また，リモー|､セ

ンシング技術の流域管理への利用に関するものが2課

題あった。

斜面にピットを掘削し，精密な土壌断面の記述，自

然降雨によるピットからの流量観測および散水実験に

より，斜面におけるPerferentialflowpathways(選

択的流出経路）の重要性が述べられた。パイプ流の研

究は，山腹斜面におけるパイプの形成過程とパイプ流

の流出特性に関するもの，人工パイプを用いた飽和側

方流実験のものがあった。これらの研究は，表層崩壊

や0次谷流域の形成過程という地形発達の研究の基礎

的情報として有効である。また，表層土壌の物理的特

性を評価する研究として，土壌化作用に伴う透水性・

保水性の変化，表層土層の水分貯留職，風化土層にお

ける現地透水試験があった。水質の研究は山地源流域

の水質形成，浮遊物質の生産流出過程，降雪の化学性

と渓流水質との関係に関するものなどがあった。斜面

水文学や渓流水質に関する研究発表には立地部門から

の参加者も多く，活発な論議が行われた。

流域試験に関する研究は，鹿北（変成岩類)，芦生

(中・古生層)，袋山沢（新第三紀層）試験地で，新た

に水文観測が開始されたとの報告があった。水問題は

代表的な地域問題であり，種々な気候・地質条件下で

水文観測を行う必要があり，その際,降雨-流出現象の

解析にとどまらず，流域の地質，土層厚，透水係数な



ど流出特性を制限する要素の計測を行い，流域特性を

総合的に評価することが重要である。

利用部門
森林総合研究所生産技術部岡勝

ノノ 朝日一司

利用部門は林業的立場から人間・機械・作業および

森林地形について幅広い分野を対象とする。今回は，

林道・作業・機械関係58課題と労働科学関係8課題，

合計66課題について2つの会場で発表が行われた。

林道関係では17課題の発表があった｡路網計画およ

び地形解析に関しては，代案比較手法による林内路網

計画手法を包括的に検討し，循環路網形成のアルゴリ

ズムの検討や流域の広さと路網計画の実態，あるいは

路網計画のための崩壊危険地の予測手法など，流域を

対象とした路網計画のあり方が考案された。一方，作

業に直接関係する路網計画のあり方について，タワー

ヤーダによる集材を対象とした細部路網計画，既設路

網におけるプロセッサ等の路上作業の可能性など9課

題について報告があった。また，地形解析に関しては，

数値地形モデルによる山岳林数値地形解析システムの

概要および森林作業現場の数値地形モデルの作成手法

について報告された。

路体や法而柵造など土質・土木に関しては，木製土

留工の腐朽状況，コンクリート柱を用いた弾性波速度

のモデル実験，価雌加速度による地盤支持力の推定手

法，林道路盤形成における粒径分布特性，飛砂鐙によ

る土質道破壊過程の考察など6課題が報告された。

森林の経営基鵬計画に関しては，中部ヨーロッパ山

岳林における保続集約的な伐出システムの構造が紹介

され，利用価値分析手法を用いた基盤整備計画のシス

テム化について報告された。

作業関係については9課題の発表があり，近年大き

な関心を呼んでいる高性能林業機械については，特に，

タワーヤーダを中心とした伐出作業システムに関する

発表が多く，プロセッサや3輪式荷役集材機との組合

せによる作業功程，残存立木への影響，風倒木処理作

業における作業能率，急斜地における路網整備計画な

ど6課題，ハーベスタとフオワーダの作業事例，機械

の高性能化に伴う労働生産性の変化など3課題の報告

があり，急斜地を対象とした高性能林業機械作業シス

テムに関する活発な討議が行われた。

労働科学に関する発表は8課題あり，機械操作と人

間の生理的負担を中心に，高性能林業機械を対象とし

25

たオペレータの労働負担や車両の挙動に伴う生理的負

担，ハーベスタの人間工学的な操作性などが報告され

た。このほか，労働者の身体的能力に応じた下刈作業

の作業強度，アイカメラを使用した走行試験による林

道の幾何構造の考察，通気付き林業用保護帽の改良試

験，国有林における林業労働者の安全に関する意識調

査，空間環境の違いによる生理的機能の変化などの報

告があった。

機械関係は29課題の発表があった｡車両系機械につ

いては，脚式林業機械における脚の制御システムや脚

動作の精度，伐倒機のアームの制御システム，バック

ホウを用いたササ掻き起こしと稚樹更新状況など8課

題が報告され，開発｢1的や制御方法に関する質問があ

った。架線系機械については，トレーラ式集材機の制

動，バネ質避系モデルによる架線運動の方向，岩大式

集材法のフック装置の開発，モノケープル集材におけ

る荷卸しの自動化，漏洩磁束計測によるワイヤロープ

損傷のシミュレーションなど6課題が報告された。

枝払い関係については，林内作業車をベースにした

移動式枝払い機の開発，刃先角の違いによるプロセッ

サヘッドの枝払いナイフの切れ味試験，枝払い作業時

における作業負担や枝払い跡の仕上がり状況と材の損

傷状況，先行枝払いと間伐作業の経済性など6課題が

報告された。

環境問題に関連した報告としては，林業機械による

跡地への影紳について，フェラーパンチャなど高性能

林業機械作業後の土域構造の変化と稚樹発生状況,R

I水分密度計を用いた土壌圧密の測定手法，｜､ラクダ

集材による裸地の植生回復や模型ヘリコプタを使用し

た低空写真による地表かく乱状況の観測，チェーンオ

イルに食用油を用いる研究など6課題が報告された。

その他,GPS測位において樹木の分布状態が電波

障害に及ぼす影群，熱帯林の観察に三角架線を用いる

試み，かかり木に関する木の重心位置の変化などの報

告が行われた。

林業技術薦0.60219925
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蟹
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油
を
多
く
含
む
の
で
「
苛
帰
膠
女
湯
（
き
ゅ
う
き
き
ょ
う

が
い
と
う
）
」
ｌ
乾
地
黄
、
当
帰
、
埼
薬
、
川
湾
、
甘
草
、

父
葉
、
阿
膠
（
あ
き
よ
う
）
か
ら
椛
成
Ｉ
は
子
宮
、
痔
、

腸
の
出
血
、
血
尿
、
内
出
血
な
ど
の
止
血
に
応
用
さ
れ
る
。

生
の
茎
葉
は
、
も
ん
で
柔
ら
か
く
し
て
、
切
傷
の
止
血
に

用
い
る
。
ま
た
、
生
乾
き
の
茎
葉
を
縄
に
な
い
、
軒
先
な
ど

に
つ
り
提
げ
て
下
か
ら
点
火
す
る
と
詩
蚊
い
ぶ
し
に
も
な
る
。

ヨ
モ
ギ
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
に
「
も
ぐ
さ
」
が

あ
る
。
夏
に
よ
く
茂
っ
た
葉
を
刈
り
取
っ
て
乾
燥
し
、
臼

で
ひ
き
、
綿
げ
（
葉
の
裏
の
毛
）
を
集
め
た
も
の
を
可
も
ぐ

さ
Ｌ
と
い
う
。
熟
交
（
モ
グ
サ
、
燃
え
草
の
意
味
）
で
灸

に
用
い
ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
国
で
も
古
く

今月のポイント

･「鯉のぼり」の時期にピッタリな菖

怖湯

･サクラ前線とれんげそう

I

泳げ鯉のぼり

か
ら
薬
用
と
さ
れ
て
き
た
。
他
の
生
薬
と
配
合
し
て
収
れ

ん
性
止
血
薬
と
し
て
子
宮
出
血
、
月
経
調
節
、
腹
痛
、
胃

痛
に
、
ま
た
、
単
独
で
用
い
て
抗
菌
止
痢
の
作
用
が
あ
る
。

そ
の
ほ
か
の
モ
グ
サ
の
用
途
は
？

モ
グ
サ
は
、
昔
は
矢
立
て
の
鎚
壷
、
大
工
道
具
の
墨
壷

な
ど
に
、
墨
を
含
ま
せ
て
用
い
ら
れ
た
。
印
鑑
に
用
い
る

「
朱
肉
」
は
モ
グ
サ
を
天
然
の
朱
（
鉱
物
性
生
薬
で
、
丹

砂
、
朱
砂
、
辰
砂
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
天
然
の
硫
化
水
銀
）

で
染
め
、
ヒ
マ
シ
油
で
粘
り
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

モ
グ
サ
の
も
う
一
つ
の
話
題
は
、
若
山
牧
水
が
こ
よ
な

も
ぐ
さ

く
愛
し
た
「
百
草
園
」
。
本
園
は
、
東
京
都
日
野
市
の
多
摩

丘
陵
の
一
画
で
、
ま
だ
ま
だ
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ

る
。
若
山
牧
水
の
二
つ
の
歌
を
紹
介
す
る
。

小
鳥
よ
り
さ
ら
に
身
か
ろ
く
う
つ
く
し
く

か
な
し
く
春
の
木
の
間
ゆ
く
君
を

拾
ひ
つ
る
う
す
赤
み
し
梅
の
実
に

木
の
間
ゆ
き
つ
つ
歯
を
あ
て
に
け
り

先
日
も
足
を
運
ん
で
み
た
が
、
サ
ク
ラ
の
花
が
終
わ
り
、

木
々
の
萌
え
い
ず
る
そ
の
色
合
い
。
ま
だ
十
分
に
成
長
し

き
っ
て
い
な
い
薄
黄
緑
色
の
葉
、
そ
こ
に
チ
ョ
ッ
ピ
リ
大

き
く
な
っ
た
ウ
メ
の
実
。
一
つ
一
つ
の
成
長
の
姿
に
、
し

ば
し
酔
い
し
れ
て
し
ま
っ
た
。

近
く
の
田
ん
ぼ
に
は
、
珍
ら
し
く
「
れ
ん
げ
そ
う
』
が

一
面
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。
サ
ク
ラ
前
線
と
同
じ
く
、

ひ
と
昔
前
ま
で
は
、
レ
ン
ゲ
の
赤
紫
の
花
絨
毯
が
菜
の
花

の
黄
色
の
帯
を
伴
っ
て
北
上
す
る
話
題
が
あ
っ
た
の
に
。

最
近
は
、
話
題
だ
け
で
は
な
く
、
と
ん
と
見
る
機
会
も
な

く
な
っ
た
の
は
実
に
寂
し
い
か
ぎ
り
だ
。
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風 土と薬用恒吻鐘撫
÷零
零

14端午の節句に菖蒲湯

＊
蝉や 奥山徹命÷｡＃
｡§･**c§。（明治薬科大学・教授）

初
夏

一
年
の
う
ち
で
最
も
生
き
生
き
と
し
て
美
し
い
新
緑

鯉
の
ぼ
り
の
泳
ぎ
は
五
月
の
麓
風
に
ピ
ッ
タ
リ
だ

三
月
三
日
、
五
月
五
日
、
七
月
七
日
、
十
一
月
大
嘗
日

は
、
一
年
の
節
目
・
季
節
の
変
わ
り
目
で
こ
の
可
節
句
」

の
日
に
は
、
昔
か
ら
御
馳
走
（
オ
セ
チ
）
が
出
て
、
地
方

色
の
あ
る
行
事
も
行
わ
れ
て
き
た
。

五
月
の
節
句
に
「
ヨ
モ
ギ
」
と
「
シ
ョ
ウ
ブ
」
を
い
っ

し
ょ
に
し
て
軒
先
に
挿
し
、
ま
た
菖
蒲
の
根
と
葉
と
を
浮

か
べ
た
風
呂
「
菖
蒲
湯
」
に
入
る
風
習
が
あ
る
。
こ
れ
は

邪
気
を
払
い
、
疫
病
を
除
き
、
心
身
を
清
め
る
と
い
わ
れ
、

昔
か
ら
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
ヨ
モ
ギ
の
持
つ
香
気
が
邪

気
を
払
い
長
寿
を
も
た
ら
す
と
信
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
枕
草
子
に
は
「
節
は
五
月
に
し
く
月
は
な
し
、
菖
蒲
．

蓬
な
ど
蕪
り
あ
ひ
た
る
」
と
あ
っ
て
、
古
く
か
ら
ヨ
モ
ギ

と
シ
ョ
ウ
ブ
が
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

ほ
と
と
ぎ
す
な
に
と
も
し
ら
ず

あ
や
め
く
さ
根
ぞ
く
す
り
日
の

し
る
し
な
り
け
る
紀
貫
之

ほ
と
と
ぎ
す
待
て
ど
来
鳴
か
ず
あ
や
め
ぐ
さ

ね

玉
に
貫
く
日
を
い
ま
だ
遠
み
か
大
伴
家
持

あ
や
め
ぐ
さ
は
シ
ョ
ウ
ブ
の
こ
と
で
、
宮
中
で
端
午
の

節
句
を
待
つ
よ
う
す
を
歌
に
し
て
あ
る
。
シ
ョ
ウ
ブ
を
通

し
て
作
っ
た
薬
玉
（
ク
ス
ダ
マ
）
は
、
平
安
時
代
は
盛
ん

に
用
い
ら
れ
た
。

日
本
人
は
風
呂
が
好
き
だ
。

自
然
の
温
泉
が
鉱
物
性
で
あ
る
の
に
対
し
、
昔
の
人
は

四
季
時
々
に
応
じ
て
、
ヨ
モ
ギ
や
シ
ョ
ウ
ブ
、
モ
モ
の
葉
、

ミ
カ
ン
の
皮
や
ユ
ズ
な
ど
を
投
げ
込
ん
で
、
植
物
性
の
湯

を
考
え
た
。

菖
蒲
湯
に
永
浸
る
妻
何
足
る
や
波
郷

菖
蒲
湯
に
し
た
し
く
老
躯
し
ず
め
あ
ふ
舟
月

日
本
以
外
の
国
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

中
国
で
は
、
古
く
か
ら
蓬
、
柳
枝
、
桃
、
生
姜
、
紫
草

湯
な
ど
を
使
っ
た
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
エ
ゾ
マ
ツ
、

ハ
ッ
カ
、
ヨ
モ
ギ
、
シ
ソ
、
シ
ョ
ウ
ブ
、
モ
モ
、
ク
リ
、

カ
ミ
ツ
レ
、
チ
バ
ナ
の
花
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
セ
キ
シ
ョ
ウ
の

根
、
ユ
ズ
、
ミ
カ
ン
、
ダ
イ
ダ
イ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
や
ケ
シ

を
用
い
た
。
ケ
シ
は
刺
激
浴
と
し
て
、
急
性
下
痢
や
赤
痢
、

コ
レ
ラ
、
急
性
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
気
管
支
炎
な
ど
に
有
効
。

植
物
性
芳
香
浴
は
、
一
般
に
神
経
痛
や
虚
弱
体
質
、
疲
労

に
よ
い
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
六
月
二
十
四
日
を
「
聖
ジ
ョ

ン
の
祭
日
」
と
し
、
そ
の
前
夜
か
当
日
の
夜
明
け
前
、
〃
聖

ジ
ョ
ン
の
草
″
と
呼
ば
れ
る
薬
草
を
集
め
て
祈
る
風
習
が

あ
る
。
ク
マ
ッ
ヅ
ラ
、
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
、
ヨ
モ
ギ
、
オ
オ

バ
コ
、
ヒ
ナ
ギ
ク
な
ど
：
…
・
・
太
陽
の
霊
力
を
最
も
浴
び

た
こ
れ
ら
の
薬
草
に
、
病
気
を
治
し
た
り
、
悪
霊
を
追
っ

払
っ
た
り
、
落
雷
か
ら
家
を
守
っ
た
り
す
る
効
能
や
魔
力

が
あ
っ
た
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。
ア
ッ
シ
リ
ア
で
は
、
家

の
戸
口
に
薬
草
を
つ
る
し
て
、
悪
魔
や
悪
霊
を
驚
か
す
宗

教
的
行
事
を
行
っ
た
。

六
～
八
月
ご
ろ
、
ヨ
モ
ギ
の
葉
を
陰
干
し
し
た
も
の
を

「
父
葉
」
と
称
し
、
止
血
の
ほ
か
に
、
血
流
増
進
、
動
脈
硬

化
、
高
血
圧
、
狭
心
症
、
神
経
痛
、
腰
痛
、
扁
桃
腺
炎
、

口
内
炎
、
歯
痛
な
ど
に
用
い
る
。
漢
方
薬
と
し
て
は
、
精
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、
殖

、
、

、

馬篭峠道一石栃の古い茶屋

準

蘭の桧笠実淡 守浄

牛方の住んだ峠の集落

以
上
は
余
談
だ
が
、
坂
の
宿
場
町
馬
篭
は
す
っ
か
り
観

光
地
と
な
っ
た
。
人
波
が
絶
え
な
い
。
旅
情
を
満
た
す
要

素
も
そ
ろ
っ
て
い
る
。
馬
篭
の
少
し
上
に
、
峠
の
集
落
が
あ

る
。
峠
も
坂
の
村
だ
が
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
’
六
四
）

に
建
て
ら
れ
た
家
並
み
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。
観
光
に
無

縁
だ
け
れ
ど
も
、
街
道
の
風
情
も
詩
情
も
濃
く
、
恵
那
山

が
よ
く
見
え
る
。
馬
篭
峠
は
あ
ま
り
に
急
峻
だ
っ
た
た
め
、

荷
運
び
に
は
牛
が
使
わ
れ
た
。
峠
は
著
名
な
牛
方
集
落

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

馬
篭
峠
か
ら
は
旧
木
曽
路
が
よ
く
残
り
、
歴
史
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
麓
の
妻
篭
宿
へ

の
中
間
に
、
立
場
茶
屋
の
牧
野
家
が
一
粁
残
っ
て
い
る
。
無

住
に
な
っ
て
い
る
が
よ
く
保
存
さ
れ
、
家
の
前
に
水
舟
（
水

い
ち
・
』
く
と
堀

呑
場
）
が
あ
る
。
こ
こ
に
一
石
栃
白
木
改
番
所
が
あ
っ
た
。

お
た
り

男
垂
川
の
谷
で
あ
る
。
対
岸
に
う
っ
そ
う
と
繁
る
桧
の

あ
ら
ら
ざ

森
が
あ
る
。
実
は
こ
の
森
、
剛
国
有
林
の
一
部
で
、
唯
一

乱
伐
を
免
れ
た
大
径
木
の
宝
庫
と
聞
い
て
い
る
。
踏
み
込

な
ぎ
そ

ん
だ
経
験
は
な
い
が
、
南
木
曽
営
林
署
へ
電
話
す
る
と
、
勝

野
氏
が
概
要
を
調
べ
て
く
れ
た
。
樹
齢
二
四
五
～
二
五
五

年
、
胸
高
直
径
四
十
二
～
四
十
四
セ
ン
チ
の
桧
約
三
、
五
○

○
本
が
あ
る
と
い
う
。
詳
し
く
書
く
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
が
、

そ
の
森
は
青
い
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
黒
味
を
帯
び
て

見
え
、
森
か
ら
吹
く
風
は
冷
気
を
含
ん
で
桧
の
香
り
が

漂
っ
て
く
る
よ
う
に
思
え
た
。

一
石
栃
か
ら
は
男
垂
川
の
清
流
沿
い
と
な
っ
て
、
大
妻

篭
ｌ
妻
篭
へ
下
る
。
約
八
キ
ロ
、
い
い
散
策
だ
．

卜
人
の
激
し
い
信
仰
に
見
た
・
・
：
：
。

妻
篭
は
伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
と
し
て
あ
ま
り
に
有

名
だ
か
ら
、
割
愛
し
て
桧
笠
の
話
を
し
よ
う
。

妻
篭
か
ら
東
へ
、
飯
田
に
越
え
る
峠
路
が
あ
る
。
『
夫
木

み
態
も
と
の
あ
き
な
か

か
ぜ

集
』
源
顕
仲
の
歌
に
、
「
手
向
に
も
む
す
び
て
ゆ
か
む
風

や
」
も
し

い
で

越
の
す
え
野
の
尾
花
穂
に
出
に
け
り
」
が
あ
る
か
ら
、
古

く
は
風
越
山
と
い
う
美
し
い
名
で
呼
ん
だ
。
そ
の
峠
路
に

め
ら
ち
ざ
蘭
と
い
う
小
集
落
が
あ
る
。

蘭
は
古
く
か
ら
桧
笠
を
作
っ
た
。
桧
を
薄
く
テ
ー
プ
状

に
へ
ぐ
。
そ
の
桧
の
テ
ー
プ
を
手
で
編
ん
で
、
円
錘
状
に

し
、
竹
の
補
強
材
を
入
れ
、
笠
台
を
つ
け
る
。
笠
台
と
頭

の
間
を
、
涼
し
い
風
が
吹
き
抜
け
る
。
こ
の
笠
、
雨
が
降

れ
ば
桧
が
膨
ら
ん
で
編
目
が
締
ま
り
、
水
を
通
さ
な
い
。

日
が
照
れ
ば
材
が
縮
ん
で
風
が
通
る
。

ユ
ニ
ー
ク
な
蘭
桧
笠
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
作
ら
れ
、

木
曽
名
物
に
な
っ
た
。
お
百
姓
や
川
船
の
船
頭
さ
ん
が
愛

用
し
た
。
シ
ン
プ
ル
な
三
角
の
形
も
い
い
。
天
竜
川
の
川

下
り
を
体
験
し
た
人
な
ら
覚
え
て
お
ら
れ
よ
う
。
船
頭
さ

ん
が
今
も
か
ぶ
っ
て
い
る
の
が
こ
れ
だ
。
軽
い
。
涼
し
く

て
丈
夫
だ
。
家
内
工
業
で
生
産
さ
れ
た
が
、
今
は
組
合
を

作
っ
て
国
道
沿
い
に
「
桧
笠
の
家
」
を
建
て
、
生
産
販
売

し
て
い
る
。

実
渡
し
て
く
れ
た
麦
鳥
ツ
ュ
さ
ん
は
、
目
に
も
と
ま
ら

ぬ
手
さ
ば
き
で
、
見
る
ま
に
美
し
い
市
松
模
様
を
編
み
上

げ
た
。
こ
れ
は
廃
材
利
用
の
傑
作
だ
ろ
う
Ｉ
亭
主
に
先
立

た
れ
た
女
性
は
、
み
な
こ
れ
を
習
い
覚
え
て
暮
ら
し
の
足

し
に
し
た
と
、
そ
ん
な
悲
し
い
話
も
し
て
く
れ
た
。
木
曽

の
思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
。
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毎F屯P １
１
判
１
町
’
１
１
．
０
０
１
１
１
１
１

、

'△jの古道をﾗﾃ＜－木曽路2

馬篭峠と桧笠

山和小
(旅行作家）

木
曽
の
人
々
の
暮
ら
し
と
木
の
か
か
わ
り
は
、
永
く
深

い
。
私
は
木
曽
の
木
工
と
漆
器
に
深
い
興
味
を
抱
い
て
い

る
が
、
今
回
は
桧
の
森
と
桧
笠
の
こ
と
を
書
い
て
み
た
い
。

近
世
の
木
曽
路
は
美
濃
落
合
の
宿
場
か
ら
十
曲
峠
を
登

り
『
新
茶
屋
ｌ
馬
篭
と
た
ど
っ
た
。
十
曲
峠
は
上
り
が

あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
下
り
が
な
い
。
い
い
峠
路
だ
。
深
い
木

立
の
中
に
、
石
畳
道
が
よ
く
残
る
。
一
部
修
復
さ
れ
て
い

る
が
、
古
い
部
分
は
角
が
す
れ
て
滑
ら
か
な
丸
味
を
帯
び

て
い
た
。
喜
怒
哀
楽
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
抱
い
て
、
ど

れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
こ
の
石
を
踏
み
し
め
た
だ
ろ
う
、

と
思
う
。
大
名
行
列
も
通
っ
た
。
京
と
江
戸
を
往
来
す
る

貴
族
も
通
っ
た
。
日
光
へ
の
例
幣
使
（
勅
使
）
も
通
っ
た
。

美
濃
の
米
を
馬
の
背
に
積
む
馬
方
も
通
っ
た
。
木
曽
は
険

阻
な
Ｖ
字
谷
で
、
多
数
の
旅
客
を
謎
う
米
は
と
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
南
木
曽
は
主
と
し
て
美
濃
（
岐
阜
県
）
、
北

木
曽
は
信
濃
の
米
に
頼
っ
た
。

新
茶
屋
に
「
是
よ
り
北
木
曽
路
」
ｌ
馬
篭
出
身
の
文

豪
島
崎
藤
村
筆
の
石
標
と
、
芭
蕉
の
句
碑
「
送
ら
れ
っ
送

脇
て

あ
き

り
っ
果
は
木
曽
の
柵
」
が
あ
る
。
柵
は
秋
で
あ
る
。
途
中
、

荒
町
の
小
さ
な
村
落
を
抜
け
て
の
ど
か
な
野
道
を
約
二
キ

ロ
で
馬
篭
だ
。

馬
篭
は
坂
の
宿
場
町
で
あ
る
。
宿
場
全
体
が
坂
に
あ
る

と
い
う
の
は
、
山
の
古
道
を
よ
く
歩
い
た
私
も
ほ
か
に
知

ら
な
い
。
こ
の
あ
た
り
に
は
つ
い
最
近
ま
で
古
い
習
俗
が

縮
り
き
ぜ
め

よ
く
残
っ
て
い
た
。
例
え
ば
「
成
木
責
」
が
あ
る
。
正
月

十
五
日
の
朝
、
柿
や
栗
な
ど
実
の
成
る
木
に
小
さ
な
切
口

を
つ
け
、
「
成
る
か
成
ら
ぬ
か
、
成
ら
ね
ば
切
る
ぞ
」
と
木

か
ゆ

を
脅
す
。
待
ち
構
え
て
い
た
人
が
急
い
で
粥
を
持
っ
て
き

て
、
「
成
り
ま
す
成
り
ま
す
」
と
木
に
粥
を
供
え
る
。
ア
メ

と
ム
チ
で
木
に
豊
か
な
実
り
を
約
束
さ
せ
た
。
お
か
し
い

よ
う
に
見
え
る
が
、
木
も
霊
魂
を
持
つ
仲
間
と
し
て
遇
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

「
山
の
神
」
は
二
月
二
日
、
女
人
禁
制
で
早
朝
山
の
神
へ

酒
、
お
は
ぎ
、
お
は
た
き
を
供
え
て
、
祈
っ
た
。
お
は
た

き
は
米
粉
を
練
り
固
め
た
も
の
で
、
神
祭
り
の
後
、
焚
火

で
焼
い
て
子
供
た
ち
に
食
べ
さ
せ
た
。
山
の
神
は
二
月
二

日
に
山
か
ら
下
り
て
き
て
田
の
神
と
な
り
、
秋
に
は
収
穫

を
見
届
け
て
山
へ
帰
っ
て
、
再
び
山
の
神
と
な
る
ｌ
木

曽
の
人
は
そ
う
信
じ
た
の
で
あ
る
。
七
月
七
日
に
は
虫
送

り
を
し
た
。

厳
し
い
気
象
条
件
の
山
地
で
生
き
る
人
々
に
は
、
山
に

も
田
に
も
木
に
も
草
に
も
、
森
羅
万
象
に
霊
が
あ
り
、
人

も
そ
の
大
自
然
と
と
も
に
生
か
さ
れ
る
一
員
と
い
う
意
識

が
強
か
っ
た
と
思
う
。
こ
の
思
想
は
紀
元
前
一
五
○
○
年

に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
イ
ン
ド
の
古
聖
歌
リ
グ
・

ベ
ー
ダ
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ー
ダ
の
生
主
の
歌
は
こ
う
歌
っ
て
い
る
。
「
生
主
よ
、

な
ん
じ
伽
は
唯
一
人
一
切
の
生
物
を
抱
持
せ
り
。
伽
を
祭
り
て
求

す
べ

わ
れ
ら

む
る
と
こ
ろ
の
凡
て
の
も
の
を
吾
等
の
有
に
帰
せ
し
め

よ
」
。
ず
い
ぶ
ん
欲
深
い
祈
り
だ
が
、
生
主
の
抱
持
す
る
一

切
の
生
物
に
は
、
人
間
も
含
ま
れ
る
。
ベ
ー
ダ
思
想
が
仏

教
に
受
け
継
が
れ
て
不
殺
生
戒
と
な
っ
た
。
大
地
に
生
か

さ
れ
る
一
切
の
も
の
に
精
霊
を
見
る
．
：
…
人
は
主
人
で

は
な
く
仲
間
だ
と
い
う
意
識
、
あ
る
い
は
認
識
、
ま
た
は

考
え
方
は
根
が
深
く
、
厳
し
く
素
朴
な
環
境
に
置
か
れ
る

ほ
ど
鮮
明
に
意
識
さ
れ
る
ら
し
い
。
私
は
そ
れ
を
チ
ベ
ッ
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あの山はどうなった 14
｡

； ：ミズナラ構造材保続生産林への誘導試験3

：－誘導150年計画の20年通過点でこうなった－

；;………………….…………鰯雲難
1．はじめにしかし，その序の口の通過点ではあっても，フオレ

北海道十勝地方の北東部(帯広市から北東約50km)スタースピリット(森林技術者魂？）は，この約200ha

に位置する足寄町に，九州大学北海道演習林（総面積の山すなわち試験林を着々と目標に向かって誘導し続

約3,700ha)がある。この演習林内のミズナラ天然生け，以下のように変貌させた。

林に，総面積約200haの「ミズナラ構造材保続生産林2誘導開始当時の山

への誘導識験林」が設定され，その誘導試験が開始さその変貌の様子を明らかにするには，まずその誘導

れたのは，1972（昭和47）年4月であった。開始当時の山に触れておくのが順序である。この山の

その開始時点から起算すると，本年1992年3月末面積は,約200haであるが,天然生針葉樹は胸高直径

に，この誘導試験は20年時点を通過したことになる。約40cmのトドマツただ1本であり，エゾマツ・トド

ところが，なにしろ相手は長寿を誇るミズナラであり，マツ・カラマツなどの人工林も介在せず，全山，広葉

この誘導試験が短期で終わるわけがない。誘導終了は横灰然生林で覆われていた。しかも，こんなによくも

はるかに遠く，今から約130年後の2122年3月末,通生えたものだとあきれるほどミズナラ（実は，ミズナ

算150年間の超長期戦である。20年通過とはいえ，まう．モンゴリナラ・カシワの雑種が多く混生）が多い。

だ序の口にすぎない。このナラを主体とする天然生林には，幼齢・壮齢・高

尾根

ｊ
恥
集
材
方
向

ワ

図･2林道網配置と伐区設定状態

注)1.CII,CIgなどは，伐区名
2.伐区内数は，上段が保護樹帯を含めた伐区総面積，下段が生産林地(皆
伐面）の面穂

図･1伐区の設定方法の模式図

注）山腹斜面に3段の等高線林道開設の
場合
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表･1全誘導期間の誘導実施計画表

下迅麹肩技条璽壇2筆竺|，年皇15年皇21牽二2S淳二釦医竺35年二40艤匡4‘露皇53年三‘1痒皇7･産呈鋤理匡，1年室10琴皇'1睡皇'3･建篁I。”|＆”。．|”．'｡“。。|・僅．“。．。．|”．|・瞳““一夏扇佳1－禰橿I椎副刈出I推園刈出除伐陣伐
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下種地栫→更新伐は，下樋地栫，補播→種子覆土→更新伐の略記である
枝条雛理→補植は，枝条盤理→更新面組織化→補植の略記である

注）1
2

齢の優良・不良林分が複雑に入り交じっており，その

平均蓄積は約95㎡/haであったl)o

その山に,約100m/haの高密度林道網(トラックク

レーン集材を前提として，一山腹斜面に二段の等高線

林道が骨格)が－気に開設された2)｡その当初にとまど

ったのはシカやクマだけではなく，ジープやマイタケ

狩りのオヤジさん方であった。その既設林道網と小尾

根･小沢に基づいて，図･1のような方法（細胞式舌状

皆伐作業法における単位伐区設定方法3))により，150

個の伐区(輪伐期：150年)が設定され，それらすべて

の伐区界は赤いペンキで現地標示（立木に塗布）され

た。このような林道網配置と伐区設定状態の一部を示

すと，図．22》のとおりである。

3.20年通過点の山

この山は，全誘導期間(150年)を15誘導計画期（1

期10年)に分け，はるかかなたの目標時点である2122

年のまだ一面銀世界であろう3月を目指して，ゆっく

りと誘導されはじめた。その全誘導期間にわたる誘導

実施計画表の一部を示すと表･l4鼠)のとおりである。

この計画表には，その最上段に誘導工程（誘導完了

後は正常な育林工程5,6)へ移行）の概略が示されてい

る。それによれば，誘導当初から，高齢林分の更新に

よる誘導だけで鞍く，幼齢・壮齢の林分に対してもそ

の生育段階に応じた除伐（15,20年生）・枝打ち（25,

30年生）・間伐（35～70年生）という保育による誘灘

にも着手される計画になっている。

この誘導計画表は,わずかな修正はあったものの,こ

の20年間,多くの難局を克服し薮がら立派に生き続け

てきた。したがって,この『誘導計画表｣は,第Ⅱ誘導計

画期終了時点までは，実質上r誘導実施表｣と読み替え

て差し支えない。この読み替えを可能にした九大演習

林のフオレスタースピリットに心から敬意を表したい。

このように全山に対する誘導は，スローペース(150

個に対して11個の伐区)で開始されたが，その後ほぼ

イーブンペースで着実に進められたため，まだ序の口

の20年通過点であるにもかかわらず，表･1から読み
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蕊
更新後の状況(BI3伐区の密立更写真･2除伐･枝打ち後の状況（枝打ち木は写真･3間伐後の状況（枝打ち木の周囲で
断状況(133,000*/ha))賞ペンキで標示(BI,伐区))間伐木が選定される(FII6伐区))

写真･1更新後の状況(BI3伐区の密立更写真･2除伐･枝打
新状況(133,000本/ha))賞ペンキで｜

取れるように，全伐区数150個の半数以上にあたる85

個の伐区が，更新(20個，写真･1）・除伐(15個）・枝

打ち（10個,写真･2）・間伐(40個,写真･3)のいずれか

によってすでに誘導工程に組み込まれたことになる。

これらの伐区林分は，天然生林分からナラ構造材生産

林分に生まｵ1変わり，それぞれ150年生の高品質織造

材生産林分(胸高直径:55cm,樹高:27m,枝下高:7m,

]50本/ha,365nf/ha)を目指して，目標1.8mm幅の

年輪を重ねながら，はるかに遠い道のりを歩き始めた。

もちろん，彼らの中には，その歩き始めの当初にお

いて恵まれない境遇に置かれていた仲間も少なくない

であろうし，今からのはるかな行く手に苦難が待ち縦

えているかもしれない。そのナラたちが苦難と闘って

いるとき，その手助けの方法すべてをフォレスターが

現時点でマスターしているわけではない。フォレスタ

ーのその救助紫マスターが，それを必要とする時期に，

逐次間に合うことを祈るほかない。

4．おわりに

この誘導試験林で目標目指して懸命に頑張っている

ナラたちから,｢俺たちの変貌ぶりをもっと詳しく紹介

せんかい！」という不満の声が聞こえるような気がす

る。しかし残念ながら，ここでは，これ以上は無理で

ある。彼らの声が気になる方々は，末尾の参考文献や

最近の報告7.8)に目を通してやっていただければ，彼

らの不満も和らぐかもしれない。しかし，彼らとの付

き合いはまだまだ永い，そのうち逐次彼らの全貌が公

表される日が来る，そうあわてることもない。

林業技術No.6021992．5

この150年にわたる誘導試験がその開始直前の

1972年3月に終了したとすれば,1822年4月に開始さ

れたはずである。それは，江戸時代の文政5年にあた

り,時の将軍は第11代徳川家斉の時代にまでさかのぼ

る。まだ先は永く，彼らと付き合うフォレスター側に

も，幾多の難局が待ち構えているかもしれない。この

誘導試験は，ナラたちとフォレスタースピリットとの

試し合いかもしれない。

（いまだもりお･九州大学農学部林学科）
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25｡学校の先生をいざなう
－林業講習所の森林講座

和知秀樹

1．はじめに

平成4年は，調氷・林業に対する国民の理解と

協力を進展させる重要かつ絶好な年であると考え

られる。

近年，国民間には豊かな自然環境としての森林

に対する関心がにわかに高まってきているが，そ

れが森林・林業に対して真の理解につながってい

るかといえば，残念ながら今一歩というところで

あろう。

このようなおり，諸氏にはすでにご存じのとお

り，平成4年度から，小学校5年生が使用する社

会科教科書に森林・林業に関する記述が復活し，

授業が行われるとともに，国語等の教科書の中で

も森林を題材とした授業が行われるようになって

きている。中学校教育においても，社会情勢の変

化等から社会科の地理・公民的分野を中心として，

森林が果たしている役割を授業の中で生徒に伝え

る機会が多くなりつつある。

一方林野庁においては，林業後継者の確保対策

の検討の必要性に加え，森林・林業の役割や重要

性についての認識を高める普及啓発の見地から，

各界有識者による検討が進められ，「森林･林業教

育に関する懇談会報告」が出された。

以上のような情勢等を背景として，平成4年度

は学校教育をはじめとして，従来以上に国民各層

において森林・林業に対する関心は深まり，さら

に進んで森林・林業についての学習や探究等が盛

んになるであろうことは必至である。林業界にお

いては正しい知識普及への努力とともに，森林づ

くりへの国民の理解・参加等を高揚する重要かつ

絶好の年であると位置づけられる。したがって,林

業界にとっての課題は，これら学校教育や社会教

育をどのように支援していったらよいのか，その

方策をどのようにすべきか等が重要な点となろう。

林業講習所においては，従来から機会あるごと

に一般市民を対象とした公開講座を開催してきた

ところであるが，平成3年度後半からは小・中学

校の授業を支援するため，先生方を対象とした森

林講座を開催する検討プロジェクトを発足させ，

支援の方向，カリキュラム内容等についての検討

を行い，さらに八王子市の先生方を対象に，教員

研修への位置づけ等を調査し，それらを基に試行

的に森林講座を実施してみたので，それらから得

た知見や実施模様を本誌をお借りして紹介すると

ともに，今後の関係方面での参考に供したい。

2．学校教育における森林・林業

(1)小学校：本年度から小学校5年生が社会科

で学習する森林・林業の内容を，箇条書き的に示

すと次のようになる。

①森林の機能（働き,役割）：森林の働き,水資

源の確保，森林の保護自然のいとなみ，森での

楽しみ,森林資源,木材輸入など，②森林の育成と

それに従事する人々の工夫と努力：育林作業内容，

営林署･森林組合等のおじさんの話，③地球の環

境保全：減少する熱帯雨林，砂漠化，温暖化など

これらを学ばせるため，平成4年度からの新学

習指導要領では，先生方にどのような点に配慮せ

よとされているのかを紹介する。まず，教科書に

森林・林業に関する記述が取り上げられた観点は

｢我が国の国土の様子との関係で,森林資源の重要

性について気付かせる｣ためであるとし，「国土と

歴史に対する理解と愛情」という2つある社会科

の目標の1つの点については,｢身近な地域や我が

国の国土の様子及び先人の働きなどの指導を通じ

て育てること」と述べている。さらには，わが国

の国土の約2/3を占めている森林は，多様な役割

林業技術No.60219925



34

を果たし，大切な資源となっている。そこで，実

際の指導に当たっては，

⑦森林資源の分布の現状をとらえさせるとと

もに，④森林資源の働きを，人間生活や産業との

関連から考えさせるとして，

そのためには，

⑦土地利用面積に占める森林面積の割合を調

べさせたり，④森林資源の持つ多くの働きを考え

させたりして，

森林資源が人間の生活や産業に欠かせないもので

あり，その育成や保護が大切であることに気づか

せるようにすることとしている。

なお，「森林が大切であること｣の指導について

は，具体的な事例を通して気づかせることが大切

であるので，森林資源の育成や保護に従事してい

る人々を取り上げ，それらの人々の工夫や努力に

気づかせ，また，「森林資源が大切であること｣の

指導を通じて，それが環境保全に役立っており，

環境保全を図るためには国民ひとりひとりの協力

が必要であることに気づかせるようにすること等

具体的かつ体験的学習により理解させることとし

ている。

(2)中学校：中学校教育における森林・林業は，

社会科の地理と公民分野および「適切な課題を設

けて行う学習」の中で取り上げられており，教科

書の具体的記述は次のとおりである。

①地理：⑦森林の生態……森林の水平･垂直分

布や秋田スギ・青森ヒバ等の樹種，④林業･林産

業と木材貿易･･･…紀州地方の林業や富士山麓・苫

小牧地方のパルプ,製紙工業,、自然の保全……

アマゾン等世界の森林開発の事例

②公民：⑦環境の保全……公害や環境破壊を

事前に防止するための環境アセスメントの必要性

等，④資源・エネルギーの問題……a.供給量増

大化の発想だけでなく，資源の有限性や再利用，

見直しの提案,b.安全で環境破壊を伴わないよ

うな資源やエネルギーの開発・利用の必要性，⑫

国際政治……南北問題の一方で，天然資源に恵ま

れた国における資源ナショナリズムの台頭

以上のような教科書上の記述に対し，学習指導

要領における先生方の教授上のポイントは次のよ

うになっている。
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①地理的分野でのポイント：⑦地域的特色を

成り立たせている地理的諸条件について考えさせ

る（気候帯，植物帯等の自然的条件と歴史的条件

等を含む社会的条件)，④国際社会における日本

の立場や役割を考えさせる，、環境や資源と人々

の生活とのかかわりについて考えさせる（資源枯

渇問題や生態系の破壊等を含む環境問題などの深

刻化を背景として）

②公民的分野でのポイント：⑦国民生活の向

上と福祉の項で，社会資本の整備，公害の防止な

ど環境の保全，資源やエネルギーの有効な開発・

利用などが必要なことを理解させる（地球的な規

模での環境汚染や自然破壊の進行等について具体

的な事例を用いて)，④経済生活と国際協力の項

で，貿易等を通じて経済生活が国際的なかかわり

の中で営まれていること，国際的な協力がわが国

および世界の経済発展にとって大切であることを

理解させる

③｢適切な課題を設けて行う学習｣について：生

徒の主体的な学習を促し,社会的事象に対する関

心をいっそう高めるため，「環境保全｣｢リサイクル資

源」等適切な課題を設けて行う学習の充実を図る

3．学校教育支援の視点および内容

小・中学校における教科書上の記述，学習指導

要領上のポイント等について触れてきたが，それ

では我々林業サイドからはどのような視点から学

校教育の支援を行うべきか。我々林業講習所スタ

ッフは，検討の結果次の点に的を絞った。

まず小学校の教員に対しては,①森林が水資源

の確保，国土保全，生活環境の維持等国民生活に

とって重要な役割を果たしていること，②その森

林は，林業活動によって維持されており，森林へ

の期待が林業への理解や尊重につながること，の

2点について座学や実習を中心に，わかりやすく

親しみが持てる資料，視聴覚教材等を用いて展開

する必要があること。また，生徒の「活動や体験

の重視」を促進するため，フィールド実習を通じ

た教材提供を心がけることが不可欠であること。

これらを基に編成したカリキュラム案を示すと

表・1のとおりである。

中学校の教員に対しては，小学校で生徒が得た

基礎知識をベースに，様々に生じる社会的経済的



表･1森林講座カリキュラム案（小学校教員）

科目

森祢のしくみ
と働き

木とみんなの
暮らし

森林を守り
育てる

森林散策

体験林業

内 容

森林の成り立ちや森林という社会はど
ういうしくみになっているか。また，森

林分布･森林資源（日本・世界）の状況
を踏まえ，森林の働き・役割等を内容と
した講義とし，併せて，森林の減少の問
題等について触れる

暮らしの中で使われる木材の有用性
特徴，使われ方および木材の需給や再生
可能な資源としての森林,バイオマス等木
材の将来の利用方法等を内容とした講義

森林を育てるまでの植付，下刈等の保
育，伐採等いろいろな作業を説明しなが
ら森林の取扱い方を内容とした講義と
し，森林の育成・保護に従事する人々の
工夫や努力も紹介する

森林に分け入り，散策の楽しみ，森林
での遊びを習得するとともに，樹種の特
徴・性質等について学習する。救急処置
等の実習も盛り込む

林業についての理解を深めるだめ，下
刈等の保育作業，伐採，搬出等の現場見
学および実習

事象を，ただ単に，例えば森林・林業という視点

からだけでとらえるのではなく，いかに多角的な

視点からとらえ総合的に判断できるように育成し

ていくかということが大きなポイントになる。す

なわち，自然的あるいは社会的経済的事象につい

て考えていくうえで，視点の1つとして森林・林

業を取り上げることが教育効果をより高めていく

うえで有効であること。このような視点から，中

学校教員に対するカリキュラム案を考えてみると

表･2のようになる。

4．教育界との接触

教科書，学習指導要領を渉猟し，それを支援す

る森林講座のカリキュラム案を示したが，次の段

階として，森林講座をどのように教員研修の中に

位置づけるかが課題となる。このため，地元への

お礼・還元という意味も込めて，八王子市の先生

方に対して実施ということをターゲットに，市教

育委員会に飛び込んでみた。教育委員会教育研究

所長にお会いし，当講座の目的等をお話しし，教

員研修の行われ方，正規研修への組み込みの可能

性等を尋ねた。その結果，趣旨・目的等について

は理解され賛同を得たが，実施については教育委

員会は直接実施する研修のみしか関与せず，先生

方が組織する自主的公認機関である教育研究会に
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表･2森林講座カリキュラム案（中学校教員）

科 目

リサイクル資源と

しての森林資源

山村経済社会

と森林・林業

地球環境問題

と森林の役割

国際社会と

森林・林業

森林散策体験林業

内 容

森林植生や森林分布

長期間にわたる森林の造成

木材と生活（家，紙，割りばし）

日本の森林資源とその整備状況

林業に生きる村々

水といこいの場一森林

世界の森林資源の動向とその背景

地球温瞬上や酸性雨と森林のかか
わり

国際貿易と各国の木材利用

国際林業協力の動き

小学校教員とほぼ同じであるが，

キャンピング技術等を加える

表･3八王子市公立小･中学校教育研究会の組織および担
当者

－【小学校･63校】

公立小学校校長会一--------会長大和田小学校筏長

公立小学校教育研究会一----‐会長第二小学校校長

各教科教育研究部会一------‐（社会科部会）
部会長元木小学校教諭

－【中学校･31校】

公立中学校校長会一---------会長第六中学校筏長

公立中学校教育研究会一----‐会長打越中学校校長

各教科教育研究部会一------‐社会科部会長由井中学教諭

打診したほうがよいこと，ただし，市教委として

は側面援助は惜しまないとのことで，さっそく関

係方面へ紹介の労を取ってくれた。

全国どこの市町村でも同様の形と思われるが，

八王子市の公立小・中学校教員の教員研究会組織

および担当者は表･3のようになっている。さっそ

く小・中学校それぞれの代表の先生方に順次お会

いし，趣旨の説明，教員研修への位置づけ，実施

時期，経費の負担等について接触を行った。

その結果,小･中学校校長会長,教育研究会長の

意見としては，①各研究会，特に社会科部会は毎

年臨地研修を実施している。本講座は教科書に書

かれている内容であり，身近な題材でもあるので

たいへんけつこうな話だと思う，②今後の学習指

導は，体験学習や働く人々の知恵や努力に重点が

置かれることになっているが，先生方も都会育ち

が多くなり，体験も少ないのでとまどう場合があ

る，③森林講座を実施するか否かの意志決定は，
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部会で決まることだが，校長会，教育研究会とし

ては単なる催しの紹介としてではなく（そのよう

な研修も多いとのこと),研究会正規の臨地研修と

して支援・配慮していきたい，④体験教育が叫ば

れている今日，森林講座は内容からして先生方が

まず第一に念頭に置く｢子供たちにどう伝えるか」

にかなうものと考えられ，大いに期待している

……等であった。

次に直接の窓口となる社会科部会長にお会いし

たところ，次のような意向であった。

①多くの業界から研修の誘いがあるが,本講座

は公共的事業でもあり，趣旨はたいへんけつこう

であるし，臨地研修としても意義あるものと考え

る。特に，研修が座学にとどまらず，実習もある

とのことで大いに魅力を感ずる，②まとまった教

員研修は，学校が休みのとき実施するが，春休み

は卒業・入学等で忙しく，冬休みは短いので，夏

休み時に行うのが通例である，③公式研修会は，

年間行事に位置づける必要があり，5月初めに正

式決定されるが，案は前年度中に検討される，④

臨地研修の費用については，教育委員会から少額

の補助があるが，大半は教員自身の積立てで実施

している

以上が部会の概略意向であったが，研究会正規

の研修会として計画しようということになり，実

施時期は夏休みに入ってすぐの2日間程度という

ことになった。

その後，中学校社会科部会の会長・副会長が来

所し，r本格的実施は夏休みとして,受験が一段落

する2月中旬に1日程度の基礎講座を実施しても

らえないか」という申し出があったので，2月15

日（土）に実施ということになった。

5．先生方の森林講座を実施してみて

環境問題，資源問題，酸性雨等についてのやや

専門的な内容は，夏の本講座で実施することとし，

第1回目は先生方に森林を知り，森林に近づいて

もらうこととし，表･4に示す内容,講師により実

施してみた。

当日は,当初約40名の申し込みがあったが,急

用やら風邪で，約30名の先生方が出席された。

出席された先生方は，生徒が座る席に着席した

せいか，やや緊張気味であったが，当所所長の開
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表･4中学校先生方の1日森林講座(2月15日実施）

9：30～9：451オリエンテーション等

第12時限｜森林や木材の話(座学）
(9：45～11：45）I松井光遅仙大日本山林会副会長

元林業試験場長

｜●私たちの生活と関連の深い森林の仕組
｜とその役割並びに森林の造成について
Iわかりやすく解説

(11:45~12;15)|森林とみんなの暮らし(ビデｵ）
－－－－－－－－－－－－ｰ-.-‘■、吋一一'一一一・■･－－一・・一一一一一q■，‘■'一一一一一一一一一一一一一一一一＝＝ー

(12：15~13:00)I昼食
一一一一一一一.－－．ﾛ．一一一一一J一・－，ロローーロ、、－．．－．一一一一一．ローーーーー‘■,一一一=一一一■－－．一一一.一一一

(調踊晃)|森へ惚支-繍綴撚鶏蕊）
元東京大学文部技官

｜●高尾の森林の特徴や樹木の種類由来等
lについて実際に触れながら楽しく,詳し
I<解説

講のあいさつの中で「先生方には本日，長時間聞

かされる苦痛と，指されて答えなければならない

苦痛を味わっていただく」といったユーモアを交

えた話に緊張も解け，和やかに授業が始まった。

午前中の松井先生の講義は，森林と人類のかか

わりから始まり，森林の働き，木材の利用，造林

の方法等はもとより，地球環境と熱帯林，割りば

し，酸性雨の話まで及び，話し手，聞き手双方と

も熱を帯び,予定した時間が4()分も延長され,先

生方のメモもノートからはみ出すほどであった。

おかげで復習の意味で用意したVTR「森林とみ

んなの暮らし」も，昼食を取りながらの勉強とな

った。

松井先生の講義に対する感想を，今後の参考と

するため後ほど提出してもらったところ,｢森林に

関する初歩的知識から，現在の日本の森林や森林

関連産業の現況がわかりたいへんよかった。人間

と自然とのうまいかかわり方を考えるチャンスに

もなった｣｢森林の持つ水土保全機能について再認

識した｣｢熱帯林におけるラワン材の切り出し方に

ついて，今まで誤解していた面もあり，非常に参

考になった｣｢森林の働きについてある程度知って

いるつもりだったが，知識不足で今ひとつ迫力が

なかったが，講義のおかげで内容のある授業がで

きそうである｣等非常に好評であり，「もっと聞き

たかった」との声の多さに期待以上の反応が得ら

れた。

慌ただしい昼食時のVTR上映であったが,｢講

義を映像でとらえることができ，とてもよかった」

という評価であった。



写真･1先生方の野外実習風景

午後1時にバスに乗り実習に出発したが，すぐ

山中先生の元気な講義が始まり，樹木の名前の由

来や漢字のつけ方等名指しの質問に，さすがの先

生方も答えに窮し，しおらしく脱帽ということに

なった。

実習地では，先生の説明がよく聞こえるよう各

人レシーバーをつけ，森林の生態や樹木の学習が

行われた。先生の随所における「○○について先

生方はどう教えますか」「生徒に尋ねられたら，ど

う答えますか」との問いにタジタジになりつつも，

先生を囲み，ひと言も聞き漏らすまいという態度

は，山中先生の情熱，ファイトに伍するものがあ

った。問いの正解者にはキャラメルが与えられ，

童心に返って喜ぶといった楽しい授業の中にも，

先生のr木は口で教えるより，実際に触れ，にお

いをかいだり，味わったりして自分の身体で，感

覚で覚えさす」という説明にr教育のあらゆる面

に通じる教えと思い，感動した」とか「生徒に対

する印象づけを学んだ」等の反響を呼んだ。野外

実習に対する先生方の感想は,｢少しずつでも生徒

に関心を持たせることが大切と感じた｣｢もっと生

徒を野外に連れ出す必要を感じた｣｢樹木の知識に

自信が持てるようになった｣｢生徒を連れて学校の

樹木や裏山を案内できるくらいになれば，生徒の

興味も掘り起こせるし，楽しい交流ができそう」

｢先生の楽しい話の中にも教師の心構えを学ぶこ

とができ，疲れも忘れた」等の声が寄せられた。
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講座の終わりに評価会を持ったが，総合的な感

想としては，「授業に取り入れたいことが多数あ

り，今後の授業に生かしたい」｢今の授業は農業は

あるものの，工業に比重がかかり過ぎている学習

内容に対し，森林・林業が少ないので，教材化し

て時間数を増やして教える必要性を感じた」等が

出され，講座に対する要望･意見としては，「今回

は自然科学的内容だったが，今後は人文地理的な

内容を入れてほしい｣｢バードウォッチングを入れ

てほしい……鳥にとってよい環境とは，人間にと

ってもよい環境なので｣｢林業労働者の実態や,私

有林がゴルフ場，産業廃棄物処理場として売られ

ていると聞くがその実態なども知りたい」等なか

なか広範囲にわたる要望等が出された。

6．おわりに

教科書の記述内容，学習指導要領の要点等を探

り，学校教育支援のあり方を検討するとともに，

試行的に実施した森林講座の模様を紹介した。先

生方の反応は予想を上回るものであり，また，こ

の企画を構想して以来，筒コミ等が広がり，八王
子市，多摩市，国立市等の先生や教頭会から森林

講座受講希望が相次ぎ，昨年度後半だけでも5回

の半日程度の森林講座を開催するなど，思わぬ反

響に驚いたり，喜んだりしている次第である。こ

のことは,先生方にも"勉強したい""体験したい”

というニーズがあり，自発的に学びに来られ，そ

の成果が生徒の関心や興味に何らかの影響を及ぼ

すものと期待している。

実施した1日森林講座は，我々スタッフも実施

のノウハウを得るため，松井・山中両先生にお越

しいただき開催したが，そのノウハウを基に今後

の講座はきわめて専門的なことを除き，我々スタ

ッフも講師となり実施していく考えである。その

際必要なことは，小学校の先生には基礎知識の提

供，中学校の先生あるいは社会教育講座等にあっ

ては正しい判断ができる情報の提供であると思わ

れるが，何にも増して重要なことは，まず“森林

を知ってもらう”“森林を身近なものにしてもら

う”“森林に入ってもらう，'ことであろうと感じて

いる次第である。

（わちひでき･林野庁林業講習所主席教務指導官）

林業技術No.6021992.5



38

農林鶏

林業白書そこが知りたい

4月14日の閣議で「平成3年

林業の動向に関する年次報告｣,い

わゆる林業白書が了承され，各報

道機関がいっせいに記事を掲載し

た。

わが国の林業は長期にわたって

三重苦いや五重苦にさいなまれ続

けている。木材価格の低迷は延々

と続き，山村の過疎が進む中で林

業の担い手は激減し，その高齢化

も加速度的に進む。急峻な地形の

山林は機械力の導入を拒み，生産

性の向上を難しくしている。近年

の環境問題のクローズアップは木

材として高品質，高価格になる樹

木の伐採を広範囲で禁伐や厳しい

制限を課し，また人工林の多くは

いまだ収穣期に至っていない。木

材の流通構造が安定した品質，大

|職識鱈琢蕊閏譲灘驚窯；

量需要の現代の需要動向に対応し

きれない。木材需要の主要部門で

ある住宅新築着工の木造率が依然

として下降し続けている。…･･･etc｡

数え上げるときりがなく，それこ

そ山のごとくの問題を抱えている

林業界であるが，これの解決のた

めの策は？そしてその兆しは？

発表された林業白書で探ってみる。

白書は，現状を分析する中で，

わが国の森林・林業と山村は，戦

後の荒廃した山地への森林造成な

ど山村住民のたゆまない努力の結

果，世界有数の人工林面積を有す

る森林国の地位を占めるに至った

とうたい，しかし経済の成長に伴

って森林の経済的地位は相対的に

低下し，さらに主要林産物である

木材も外材との市場競争できわめ

造林面積に占める育種種苗の割合

万ha

'0

881943

一角一骨些r再一堂㈲
8

一

一

6

総造林面積
4

28.183 28.四4 28.879 29.312

=･'■■■「－－
262362ha

2

育種造林面積

0

昭和616263平成元2年度

資料：林野庁業務資料
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普及率％

50
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'0

0

て厳しい立場に追い込まれ，その

結果，林業の雇用力は著しく下が

り，山村の過疎化・高齢化が進行，

今後森林の維持や林業の遂行に重

大な影響を及ぼすとともに，林業

者の生産意欲減退も懸念されると

憂うる。

こうした課題に対応する方向と

して，昨年改正した森林法の基本

理念とされた「緑と水」の源泉で

ある多様な森林整備の推進と「国

産材時代」を実現するため，流域

を基本単位とした民有林，国有林

が一体となった新たな森林管理シ

ステムづくりを進めることによっ

て，林業を自立可能な産業として

再構築する。そのためには，山村

の自主努力のみならず，森林機能

の受益者でもある都市住民等幅広

い国民の理解と協力を求めること

が重要であるとしている。つまり

森林管理の単位を広域化すること

によって林道網の整備や造林など

の基盤整備を効率化し，林業生産

活動を集中化して高性能機械の導

育種種苗の

普及状況

樹木の種子や苗木といった種苗

の良否は，樹木の生長堂，材質や

気象害等の被害に対する抵抗性等

を大きく左右するものであるため，

生長，材質，被害に対する抵抗性

等の面で遺伝的に優れた種苗を確

保することが重要である。

林業用種苗の改良は，昭和初期

から行われてきたが，組織的・体

系的な取組みは,昭和30年代から

で，優良な形質を持った個体（精

英樹）や病虫害・気象害に強い個

体を全国各地から選抜し，それら

を親とする種苗の供給を行う林木

育種事業が推進されてきた。

近年，対象樹種の拡大，多様な
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入を容易にし，担い手の育成と

その確保，さらには国産材の生

産と流通を需要動向に対応した

質，量の供給を図ることが可能

となり，これの実現には多方面

にわたる国民の理解と協力が不

可欠であると叫んでいる。

なるほど正論とは思うのだが,

どうもいまひとつ判然としない

ことが1つある。流域管理シス

テムの導入がすべての根幹とな

っているが，わが国の森林は

280万余りの所有者がひしめき，

その大部分が10ha以下であり，

またその大方は不時の出費に備

えての財産形成が目的で，計画

生産にはなじまない典型。さら

には私有財産に対する規制がど

こまで可能になるのか。また，

木材価格の変動に対する保障は

どうするのか。こうした私有権

の問題と，流域管理システムを

どう調和しようとするのか。そ

こが知りたい。
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備 長炭林政拾遺抄

備長（びんちよう）炭で焼い

た蒲焼は，独特の美味として，

その道の通に喜ばれている。備

長炭の灰（アルカリ性）がウナ

ギのタレの酸と反応して，独特

の味を醸し出すという。その備

長炭はウバメガシを原料とする。

ウバメガシは，材質が硬いので，

炭化したとき硬く焼き締まり，

しかも一度火がつくと絶対に立

ち消えない優れた性質を持つが，

この特性に目を付けた紀州では，

古くからこの木を燃料として利

用してきた。

備長炭が有名になったのは，

元禄年間（18世紀初め）田辺の

炭問屋，備中屋長左衛門が「備

長炭」と名付けて江戸に積み出

してからであった。当時の江戸

では「紀州のみかん｣，「紀州の

木材」と並んで，広く名が知れ

渡っていたという。そして需要

が多くなるにつれて，ウバメガ

シ材の生産の保続には工夫が凝

らされてきた。すでに文化・文

政のころ（19世紀初め）には，

生産者の発意から独特の択伐方

式が生み出されていたというが，

やがてその方式は，弱・中・強

の3種の択伐方式として成熟し

ていった。

弱度択伐は材積で5～6割，

本数で2割，目通り1．7寸（1

寸は約3cm)以上，中度択伐は

材積で6～7割，本数で2～3

割，目通り1．5寸以上，強度択

伐は材積で7～8割，本数で3

～5割，目通り1．0寸以上を基

準として伐採した（なお，林冠

配置や優良木の保存に注意し，

不良木や成長阻害木は適宜伐採

する。伐採は1～2月，株の伐

採点は地面にできるだけ近く，

伐採面は必ず平滑にすること等

も眼目とされた)。

この技術は，長い時間と経験

を経てこの地方の「慣習」にな

ったと注記資料は述べているが，

蒲焼，焼き鳥の美味を求めるグ

ルメブームの現在，以上の慣習

技術を含め，備長炭の創り上げ

た紀州における「森林文化」の

全体の姿が，今あらためて振り

返られている。

(注）和歌山県試験場r和歌山県

西牟婁郡秋津川村に鯵ける

炭材択伐作業』（昭和25年）

（筒井廸夫）
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育種目標の設定等，育種事業の多

様化，高度化が求められている。

このため，林木育種センターが

営林局，各都道府県等と連携を図

りながら，生長，材質，被害に対

する抵抗性等の優れた特性を有す

る品種の育成および普及等の事業

に取り組んでいる。

その成果である育種種苗による

造林面積の割合は近年増加してき

ていたが，平成2年度は対前年度

比1ポイント減の40％となった。

今後とも育種種苗のいっそうの

普及を図ることにより質，型とも

に優れた森林資源を整備していく

とともに，近年急速に進展してき

ているバイオテクノロジーの林木

育種への応用，育種素材としての

生物遺伝資源を確保するための保

存林の設定等が重要となっている。
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I伊澤紘生の5時からゼミ
をする。最近，スキーウエアや登

山用品が馬鹿高いことを考えれば，
ロ

ロ それが最も安上がりな方法でもあ
ロ

雪山調査の装備る｡私の今の雪山ｽﾀｲﾙ臆,白p

p
p 山や下北の山住みの人たちから学
ロ

！「先生,雪山の調査に,何を買い不親切な先生，そう言いたげなんだものだ。
ロ

。そろえたらいいんですか」 顔を学生たちはする。でも，それ 私は靴はゴム長靴，スパッツは

：研究室のある廊下の窓からは奥でいい｡私はこれまで,何人もの毛糸で編んだしﾂダｳｫー ﾏー も
;羽山脈が眺められる｡正面に見え学生が,雪にまみれ,冷たい思いどきを使う。それをある学生がま
：る大東岳や泉岳が純白に塗り替えや寒い思いをしながら,やがて自ねたが,編目があまりにも粗すぎ
；られるころ，この春研究室入りし分にしっくりいく格好を編み出した｡目が粗いと,雪よけどころか
りた学生たちから質問を受ける。ていったのを見てきた｡また,そ逆に雪を際限なくくっつけてしま
り『カンジキだけは買っておいたういう個性的な姿が板についてくう。だからそのスパッツは,雪を
りほうがいいな」 ると，ある種の風格さえ漂わすよ集めてすぐに大きな重い塊になり，

；「それから」 うになり，いっしょの雪山歩きが私たちはそれを,｢大リーガー養成

1「あとは研究室に経験者がいる楽しみになるからだ｡初めは,手雫ブｽ」と笑ったものだ｡カンジ
：から,彼らといっしょにとりあえもとにあるものを使い,そして先キを逆にはいて平然と歩いた学生

1ず手持ちの服装で山に入ること輩たちの服装をよく観察し,そのもいる｡平坦地だと,逆に憾くぼ
；だ」 中から自分にいちばん合ったものうがくくりつけた長靴にしっくり

ロ「-.…･」 を盗めばよい。なければ創意工夫いき，意外と安定する。昔の人も
d
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緑化という言葉が使われ始めた

のは，昭和30年ころといわれる

が，当時の緑化は大戦後の荒廃裸

地化した山林の治山や海岸砂防の

ための緑化が主な内容であった。

その後のわが国社会の急速な発

展に伴って，緑化の内容も多様な

社会的ニーズに対応して，生活環

境の向上，自然環境の保護，景観

の保全，各種防災機能の強化等，

きわめて多様化してきており，技

術の高度化が期待されてきている。

さらに最近では地球環境保全の

視点から，砂漠緑化や熱帯雨林荒

廃跡地の再生などに対してもわが

国の先進的な緑化技術が評価され，

世界各地でいろいろな規模の緑化

が展開されている現状である。

このように緑化技術の領域は広

く，関連する学問分野も多いので，

新しい体系的な整備が必要となっ

てきている。最近の「日本緑化工

学会」の設立（1989）も，緑化工

技術の発展と体系化に大きく貢献

するものと思われる。

「環境緑化工学｣と名付けられた

本書の刊行も，以上のような機運

に沿ったものであり，編者が強調

するように，自然環境の保全と生

活環境の向上のための新しい緑化

工学の提案でもある。

本書の執筆は緑化工学第一線の

研究者･技術者11名によって分担

されているが，構成はよく統一さ

れ，相互の関連はスムーズである。

まず｢総説｣によって新しい"環

境緑化工学の理念”が主張され，

"緑化工学の分野と今日的課題"が

要領よくまとめられ，これらによ

って発展の目覚ましい緑化工学の

現状と問題点が把握される。

次に環境緑化工学の基礎となる

｢緑化と環境｣｢緑化の機能_,｢緑化

材料」「緑化のための調査法｣の各
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平坦地用にはツメのないカンジd

リ

キを使っていた。帽子は毛糸でロ

編んだ上等のものである必要は；
ない｡私はﾊﾝﾁﾝグ帽が好きI
だし,手拭いでヒョットコかぶI
りするのがいいと,そのｽﾀｲﾘ
ﾙで押し通している学生もいる。ロ

手袋も,雪山の調査では急斜面；
の登り下りで雪をつかむことが1
多く,私は軍手の上に漁師が使i
う厚いゴﾑ手袋を愛用している｡；
日常使う毛編みの手袋に家庭用ロ

薄手のゴﾑ手袋をつけたほうが,；
指が動きやすくずっと便利だ，；

ロ
という学生もいる。 p

今年入った学生も,やがて彼I
らにｵﾘジﾅﾙな格好をして，；
雪山をかっ歩するようになるだβ

p

ろう。楽しみだ。ロ

（宮城教育大学教育学部教授)I
ローーーーーーーローーーー＝.＝認剖

事項が関連を持って記述されてい

る。特に緑化工と環境や策観保全

の関連や，緑化地を生態系として

とらえる調査法など特色ある記述

が多い。

最後に「網と技術の展開」とし

て“治山砂防”“海岸砂防”“のり

面緑化"の従来分野に加え，“生態

系保全緑化”“環境林造成”“砂漠

緑化”“熱帯雨林地帯の緑化"とい

う新分野についても，先端的な研

究成果を取り入れた実用的技術が

紹介され，現場技術に応用されよ

う。

本書は大学での教科書・参考書

としてはもちろん，現場技術者や

環境問題に関心を持つ方々にも広

く役立つものとなろう。

(日本林業技術協会技術指導役

・蜂屋欣二）

4］

Iiirこ1菫薑〃

野生生物保護

「絶滅のおそれのある野生動

植物の種の保存に関する法律」

という長い名前の法律が，今国

会で成立する予定である。指定

された希少な動植物の捕獲・採

取と流通の規制および生息地の

保護を主な内容とするもので，

野生動植物保護のためのわが国

初めての総合的な法律といわれ

ている。

この法律は，昆虫や植物もそ

の対象としていることが一つの

特徴であるが，希少昆虫などは

マニア以外は見たことも聞いた

こともないようなものが大部分

であろうし（希少であるから当

然ではあるが),一般の人にとっ

てはその種であることを知らな

いままに捕獲し，または踏みつ

ぶしてしまったといった事態も

起こるだろう。一般向けのPR

の重要なところであるが，その

生息地までPRしすぎると，逆

にマニアに取られてしまうとい

う心配もあるようである。

絶滅に瀕している種を守ると

いう大義名分には，だれも反対

できないような気もするが，具

体的な話になると，なぜ○○虫

を保護するために人間活動が規

制されなければならないのかと

いう素朴な疑問も残る。一つに

は自然保護に関する哲学の問題

であろうし，さらには豊かな時

代のぜいたくな法律という見方

もあろう。

3月のワシントン条約締約国

会議や6月のUNCEDなど，国

際的な環境問題に関する話題に

はこと欠かないが,｢宇宙船地球

号」などという総論部分は別と

して,CO2の排出規制など具体

的な話になると，南北問題等が

絡み合ってその解決は容易では

ないようである。わが国の野生

動植物保護についても，狭い国

土の中での人間生活との共存と

いう基本的な問題がある。野生

動植物が身近な存在である山村

住民と，日常これに触れること

の少ない都市住民，さらには，

開発による生活水準の向上を必

要としている途上国と大量消費

による文化的生活を享受してい

る先進国との間の意識のギャッ

プは，問題の解決を妨げている

大きな要因であろう。

野生動植物の保護が森林の有

する公益的機能の一つであると

いうことは事実としても，一般

の人にとっては依然として，伐

採→生息環境破壊→種の絶滅と

いう図式が主であることも事実

であろう。狭い国土の中での林

業活動と野生動植物保護との共

存および住み分け，さらにはレ

クリエーション的利用との調整

など，これからの森林・林業を

巡る技術的，制度的課題も尽き

ることはない。

（ヤンバルクイナ）

(この欄は編集委員が担当しています）

林業技術No.60219925
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これからの林業経営

1．林業技術とは

林業技術とは，大別すれば育林

部門と伐採搬出部門に分けられよ

う。終戦後における林業技術の研

究開発はとかく伐出部門に集中さ

れがちで，国有林における製品生

産事業がそれであり，直接収益事

業の花形として，もてはやされた

観があった。

しかし真の木材生産事業は，林

地を最適の樹種で地力を維持増進

しながら成長量をできるだけ大き

く，品質を良くして，林地の生産

性を最高に導くことであって，育

林部門こそがその担い手というべ

きである。

この両者の研究開発の難易を見

ると，伐出部門はほとんどが機械

化によるもので，その成果は直ち

に反応するため，いつだれでも簡

単に入門し成果を収める機会が多

いのである。それに反して育林部

門は，樹種，品種，土壌，気象，

傾斜，水分など自然環境条件は，

全国至る所異なるため，その対応

は千差万別であり，しかもその成

果は数年から数十年あるいは数百

林業技術No.6()21992.5

ひらやま

平山
みつ
一

一

お

男

年にも及ぶもので，その調査研究

はきわめて長期・困難である。し

たがってせっかく立派な研究が始

められても，転勤によりほとんど

日の目を見ない例が多く，その現

地も跡形もなく消えてしまうので

ある。

林業試験場（現・森林総合研究

所）の造林部と営林局署はほとん

ど関係のない役所の観がある。農

業試験場は農家と直結している。

こうした関係にもっていけないも

のか。筆者はそのために中之条営

林署に造林実験営林署の指定を受

け，林業試験場を最大に活用し，

大いにその効果を発揮できたもの

で，試験場も現地調査の機会を得

て喜んで参画してくれたものであ

る。なによりも調査記録と現地保

全が効果的である。営林署単独で

はほとんど不可能であり，試験場

も現地即応の生きた試験ができる

のである。

2林業の主体は育林技術と伐期

の問題

(1)樹種と適地の選定(適地適木）

(2)労力経費の節約

戦後の造林は，地栫えを徹底潔

癖に，植付けを簡単にしてきた。

不思議にもこれはまったく逆な行

為だったのである。余分な労力経

費をかけてわざわざ地力を悪くす

る，いわゆる「お座敷造林」の悪

名をちょうだいしているのである。

林地皆伐のため地力の回復に30

年から60年を要するというもの

である。いまだに全国的にこの潔

癖地栫えが見受けられる。

植付けを極力ていねいにすれば，

補植の必要がないほどで，活着良

好,直ちに成長が促進され，下刈

りを1，2回省くことができる。

(3)寒害・雪害対策

苦しい今，全国一律間伐遂行は

おかしい。急斜地や土壌基盤の弱

い所などは，絶対必要である。神

奈川県大雄山寺のヘクタール当た

り2,640m3の日本一のスギ山，そ

の他多くの社寺有林の美林など，

ほとんど間伐をしていない。もち

ろん枝打ちも。山形県以北や全国

の多くの地方で雪害はほとんどな

く，発生地はほとんど限定されて

いるようである。長伐期林は関係

ない。

(4)択伐天然更新

経費ゼロはもってのほか。植物

の遷移について十分研究し，更新

完成までの努力と責任が大切であ

る。今後は森林の効用論からして

本項は重要性を増すことであろう。

3．高品質材の生産

一般にわが国の高品質材とはス

ギ，ヒノキについてであり，これ

は世界的に全く例のない優秀材な

のである。経済的に余裕ができれ

ば,そして希少価値と併せて今後

とも長く木材界に君臨することで

あろう。

ここで無節柱，磨丸太は短伐期
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は短伐期材に比べて造材，製材歩

止り合わせて6割以上もよく，そ

のうえ品質すなわち価値成長の急

上昇が著しい。したがって素材価

格が6万円対70万円といった開

きが出てしまうのである。100年

生ほどでは十数万円といったとこ

ろで，まだまだ高品質材とはいえ

ないのである。したがって，短伐

期一本やりの平均成長鰯最多の時

期を伐期選定の基準とすることは，

厳しく反省する必要があろう。そ

れは青田刈りに例えられ，成長曲

線の地域差と価値成長を完全に無

視しているためである。

5長伐期林育成上の問題

一般民有林においては，相続，

譲与税など過酷な徴税が，期待し

ても長伐期保全を不可能にしてい

るのが実情である。それゆえ，永

久に長伐期林の育成は不可能とい

うことになる。国有林はこうした

納税はないので，いつでも造成可

能である。

6．これからの林業経営

今後は森林の効用の維持増進が

ますます強く求められ，木材の生

産量は減少傾向を早めるであろう。

すなわち木材はいずれにしても，

不足物資となることは確実である。

にもかかわらずわが国では，外材

安のため当分値上がりの徴候は考

えられない。とすれば，これらの

条件を克服できるものはスギ，ヒ

ノキの無節柱材と磨丸太などの短

伐期施業と，200年以上を目指す

長伐期施業以外に見当たらない。

すなわち，林業の生産性を大幅ア

ップする以外にないようである。

50年と200年伐期を比べても，

その直接生産原価は変わりなく，

むしろ，長伐期は森林保険的間接

費が1/4以下ときわめて少ない｡

表．l小径柱材製品1m3当たり単価の傾向

昭和45年度’53年度
スギ|ヒノキ|ヒノキ

63年度

ヒノキ

63年度

スギ上昇率 上昇率

千円

38

55

85

110

140

150

千円

78

100

160

300

400

420

千円

120

220

420

1,000

1,500

1,600

％ ％千円

150
千円

80１
小
上
二
三
四

等
節
節
節
節
節

４
０
３
２
５
１

５
２
６
３
７
８

１
２
２
３
３
３

192

小

方無

方無

方無

０
０
０

５
５
０

７
４
８
ｉ
ｆ

９
３
０

６
８
５

４
４
４

250

350

600''401

備考？上昇率＝53,63年価格／45年価格(％）

北山磨丸太は1本30,000円

表・2大径木高級材の価格現況

※高知県魚梁瀬スギ(約230年)立木1本当たり1000万門を下
らない

栃木，茨城県境八溝山脈峠鷲ノ子神社スギ(約600年)立木1
本5000万円

日光スギ並木，枯れて伐られたものスギ(約350年)丸太lm3
当たり5()万円，などの例がある。

材の代表であり，長伐期材の柾目

は主としてヒノキ，板目はスギで，

後者は200年，300年と高齢にな

るほどますます威力を発揮するも

のである。

栃木県今市市の渡辺保氏所有の

｢二宮林｣は現在130年生のヒノキ

造林地で，二宮尊徳が木曽から種

子を取り寄せて指導育成したもの

で，現在1ha当たり500本以上，

枝下高は25m近いと思われ，み

ごとな林相である。ようやく高級

材の下地ができたところで，今後

70年(200年生）以上を保残すれ

ば平均成長量も十分見込まれるほ

か，価値成長がすばらしく，1本

数百万円と短伐期1ha皆伐地に

も匹敵するものとなろう。

4．伐期の決定を平均成長量最多

の時期としたことは林業を狂

わせた

スギ，ヒノキではその時期が40

年から60年ごろで,これはたまた

ま柱材としての適期と合致したた

め採用されたものであろう。

成長最多の時期というと，いか

にもそれ以後急速にダウンするか

に受け取られがちである。しかし

この調査には疑問もあり，特に総

平均値であることに問題がある。

ヒノキもほぼ同様であるが，スギ

は地位級によりその成長曲線は甚

だしく違った経過をたどっている。

30年ほどで止まってしまうもの

から，200年,300年を超えても依

然優勢な成長を続けている所も多

い。前掲大雄山寺林は約300年生

でヘクタール当たり2,640m3で

あり,その平均成長量は約9m3と

みごとなものである。古生層地帯

や山麓部の崩積土地帯など湿度，

土壌条件が優れた所の最多曲線は

200～300年以上もほぼ横ばいを

続けるのである。しかも長伐期材

林業技術No.6021992.5

木曽ヒノキ(天然）

秋田スギ(天然）

直径

54

80

c、

樹齢

約250

約350

年

丸太1,3当たり単価

30

78

万円
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しかも森林の効用のほとんどを満

足させるものである。

こうした生産性の高い山では，

小面積皆伐あるいは択伐作業でも

十分に報いられることになり，林

業と森林の効用の両立がみごとに

達成されるのである。

現在のような短伐期一本やりで

は，早晩自滅の道をたどることは

明らかであろう。

それを防ぐためには，まず可能な

国有林が率先着手し，間もなく出

回る小径材生産の調整役も兼ねて

果たしていただきたい。今のまま

では，木曽ヒノキも秋田スギも未
えいごう

来永劫に消滅するのである。

（技術士・横浜市在住）

＜第39回森林｡林業写真コンクール＞入選者の発表

応募作品数725点（カラーの部532,モノクロの部193）について4月7日審杳会を開催し，慎重に

審議の結果,次のとおり入選作品を決定いたしました｡なお,入選作品の版権は本会に帰属し,作品の

一部は「林業技術」の表紙・誌上に順次掲載いたします。

カラ－の部

〔特選〕（農林水産大臣徹）

枝集め阿部孝（埼玉県鶴ヶ島市）
〔一席〕（林野庁長官賞）
朝陽和気辰夫（栃木県塩谷郡）
〔二席〕（日本林業技術協会賞）
バードウォッチング迫青樹（広島市）
生物農薬一フクロウ遠藤敏郎（宮城県仙台市）
林間コース丸山幹雄（北海道旭川市）
〔三席〕（日本林業技術協会賞）
育ち盛りのサシバ上遠野栄之助（秋田県湯沢市）
年輪の学習正垣修美（北海道帯広市）
森のアスレチック油井章次郎（新潟県中蒲原郡）
キャンプ場遠藤忠利（静岡県富士市）
親子で築くふるさとの森「森森山脈」

鈴木金幸（愛知県名古屋市）
風倒木赤瀬繁明（福岡県春日市）
おかあちゃん須藤剛（郡馬県前橘市）
リズム渡辺俊幸（兵庫県宝塚市）
冬の作業森泉正幸（長野県佐久市）
苗木の出荷柳澤基恵（長野県南安曇郡）
〔佳作〕
山の幸庭いっぱい須貝昭（新潟県東蒲原郡）
山の姉さん先生高尾篤史（静岡市）
北山杉和田喜一（岐阜県本巣郡）
秋小さな命三浦春治（秋田県湯沢市）
木流瀬端美和子（栃木県鹿沼市）
霧林野口信行（佐賀市）
山村寸景播間正治（秋田県仙北郡）
山里西川義一（大阪府貝塚市）
森林浴コンサート斎藤優（熊本市）
植樹祭田内勇（北海道釧路市）
寒作業堀内志郎（青森県西津軽郡）
赤い杉の木広岡寿臣（和歌山県有田郡）
砂防防風林石岡強（青森県南鯉雛郡）
植え付作業新庄友行（北海道常呂郡）
鳥のマイホーム作り中川恵美子（福岡県粕屋郡）
ぼくもお手伝い桐生晃（神奈川県厚木市）
立春のほだ木出し加賀谷一夫（青森県下北郡）
ファミリー村山繁美（福岡県粕屋郡）
祭りの男達下斗米光円（岩手県盛岡市）
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モノクロの部

〔特選〕（農林水産大臣徴）
森林災害長吉秀（福岡市）
〔一席〕（林野庁長官賞）
隣家竣工加納芳史（大阪府盤中市）
〔二席〕（日本林業技術協会賞）
丸太切り国岡洋一（北海道伊達市）
森の実習柳澤基恵（長野県南安曇郡）
植樹の日川代修一郎（岩手県盛岡市）
〔三席〕（日本林業技術協会賞）
公園の子供たち国岡洋一（北海道伊達市）
自信作を夢みて山口茂之（東京都小平市）
朝もや石沢不二雄（茨城県水戸市）

山里の姉妹山本たえ（高知県須崎市）
富士桧子々孫々石川竹利（静岡県沼津市）
森の憩い樋口武男（千葉県船橋市）
伐倒作業新庄友行（北海道常呂郡）
大きいな川代達雄（岩手県盛岡市）
親子川代修一郎（〃）
自然観察の日〃（〃）
〔佳作〕
早春国岡洋一（北海道伊達市）
キタキツネ〃（〃）
木に遊ぶ 山口茂之（東京都小平市）
目立作業桜田和雄（北海道足寄郡）
仕事を終えて山口武広（神奈川県茅ケ崎市）
幸せになりますように明珍宗靖（福島市）
鎮守の大杉高遠二郎（長野県南安曇郡）
山巡り加賀谷良助（秋田県横手市）
一休み4柳辰夫（東京都稲城市）
鎮守の森本間公淳（秋田県横手市）
ワイヤあみ新庄友行（北海道常呂郡）
椎茸のほだ木作り横山広美（北海道天塩郡）
親子一日大工さん柳澤基恵（長野県南安畿郡）
僕も一日大工さん〃（〃）
一家総出の木工教室〃（〃）
森を守る少年達〃（〃
山に向う玉手恒弘（北海道岩見沢市）
土止工事カマタニヒサト（岩手県下閉伊郡）
移植新岡正吾（東京都練馬区）
家族川代修一郎（岩手県醗岡市）
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林 業関係行事一覧

月5

区分 行事名 期間 主催団体・会場・行事内容等

大 阪 木の不思議 アサヒファミリーニュース社。セルシー広場（豊中市新千里東町)。
森林，木に対する理解を深め，都市の環境・緑化への提案と自然と人
間の共存を広くアピールしていく

森林文化協会，くもん子ども研究所。（東京）新宿御苑，（大阪）円本
万国博覧会記念公園

宮城県．白石市，白石商工会織所。白石市市民会館

5-2～5

全 背空フェスティバル'92国 5.3（東京）
4（大阪）

5-3～7第34回全日本こけしコン
クール

21世紀の森林づくり全国
シンポジウム

″
″

21世紀森林づくり全国シンポジウム実行委員会。日本都市センターホ

ール(東京都港区平河町)。テーマ：森林の流域管理システムの確立を
めざして

福岡県朝倉郡夜須町

森林文化協会，くもん子ども'暁所。朝日の森自然研修所（滋賀県高
島郡朽木村)。定員：55名(関西)，参加費：33.000円。日ごろから家
庭でキャンプ厳どの野外生活を楽しみたいと望んでいるにもかかわら
ず，その知識や技術がないために今ひとつ実行に移せないと思ってい
る方々を対象に，野外での過ごし方を学ぶ

長井市，第5回巨木を語ろう全国フォーラム実行委員会。長井市民文
化会館，慨賜地域地場産業振興センター。勧迎レセプション，フォー
ラム，現地見学会

緑の地球防衛繋金，緑の文明学会，静岡県緑ｲ圃焦進協会。静岡県篇士
山麓山の村・多目的ホール｡問い合わせ：森林からの「メッセージ｣＆
｢コンサート」推進事務局（公0555-22-7113）

全国市町村林野振興対策協識会。菊南温泉観光ホテル（熊本市繍羽
田)。参加経費28,000円

森林浴の森全国協議会。長野県木曾勤労者福祉センター（長野県木曾
郡上松町)。21世紀へ向けて，自然と共生した典に豊かな国づくり，地
域づくりのあり方や，それらを通した人づくり，生活環境の整術など
を進め，新たな文明創造を目捕すための方策を話し合う。自然と鯛和
した緑のまちづくりを行っている全国自治体との交流を行う。日本の
再生と地球の保全のための方策を話し合う。

平成4年5月より毎月1回年間7講座（1講座2日間）
側日本住宅・木材技術センター。会場：側日本住宅・木材技術センタ
ー｡対象：木材加工関連企業の中高年者の能力開発や新人教育｡講座：
第1回木造建築と防火，第2回木質材料の居住性，第3回木質柵造材
と構造計蝉，第4回製材と切削，第5回木材乾燥と研削，第6回接着
と塗装，第7回木材化学加工とCAD・受講料：年間1名280.000円，
1講座1名48.000円（ともにテキスト．昼食代を含む）

5-8

第43回全国縦鯛祭

第5回「父親のためのアウ
トドアスクール」

5.10

5.15～17(関
東：6/5～7）

〃

滋 賀

形

蕊5回｢巨木を語ろう全国'5．鯛~2，フォーラム」

lll

静 森林からの｢メッセージ｣＆5．26
rコンサート－1

岡

西日本地区

全国

市町村森林整備撚進検討会5.26～27

第6回緑維新・全国シンポ5．28
ジウム

平成4年度木をまなぶ会

(木材活用塾）

〃

月6

行事名 主催団体・会場・行事内容等区分 期間

神
群
全

戸 国際建材・住宅設備総合展
KOBEインターホーム'92

第5回「父親のためのアウ
トドア・スクール」

第25回全農乾椎茸品評会
(第31回農林水産際参加）

鰯神戸国際交流協会，日刊工業新聞社大阪支社。神戸ポートアイラン
ド（神戸国際展示場1．2号館）

卿森林文化協会，くもん子ども研究所。鋤森林文化協会「玉原朝日の
森ロッジ」（群馬県沼田市玉原)定員：45名(関東)，参加費33.000円

全国農業協同組合連合会。東京椎茸事業所(埼玉県久喜市大字樋ノロ）

一
Ｊ
《
１

－
へ
０

４
５
１

●

Ｃ

Ｑ

６
６
６

馬
国

林業技術No.6021992.5
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第38回林業技術賞受賞者の決定
口林業技術賞□口林業技術賞努力賞□
rスギ･ヒノキ採種園におけるカメムシ類の加害r立木材積表の調整とその普及」
実態の解明およびその防除法の確立_， 元･高等学校教諭松崎清

兵庫県立林業試験場吉野豊（愛媛県支部推せん）
（兵庫県支部推せん）

「ケヤキ林育成技術の体系化」
大阪営林局計画課有岡利幸
（大阪営林局支部推せん）

第3回学生林業技術研究論文コンテスト入賞者の決定
口林野庁長官賞□口日本林業技術協会理事長賞□
「北海道におけるカラマツ素材流通の現局面「林業の啓蒙・PR活動の現状と問題点」
－十勝地方を事例として」 東京農工大学腱学部林学科藤土久美子

北海道大学農学部林学科日詰裕中
「ケヤキ萌芽の起源と発生機構」

「人工高齢林を保育する林家の行動様式に関す玉川大学農学部農学科尾側II俊彦
る研究」

京都大学農学部林学科兼友素子「鳥取観光砂丘の植生と砂の特性・地温変化」
鳥取大学農学部農林総合科学科藤井優

口日本林学会会長賞□
「オオシラピソにおける葉緑体DNAの遺伝的変異」 「数種の常緑広葉樹及び落葉広葉樹の光合成特性」

筑波大学農林学類生物資源生産学主専攻高知大学農学部林学科小'鳴康裕
田口博代

以上のとおりに決定し，5月25日の第47回総会席上で表彰式が行われます（各受賞者

の業績については，9月号で紹介の予定です)。

協会のう どき

◎海外派遣

3月29日～4月4日,熱帯林管

理情報システム整備事業のため小
泉専務，渡辺(宏)所長をインドネ

シア国，マレーシア国へ派遣した。

◎番町クラブ

4月22日,当協会会議室におい

て元会計検査院参事官高橋秀男氏

による「仏像の心とかたち」につ
いての講演を行った。
◎海外研修受入れ

JICAの依頼により，以下の研修

員を受け入れた。

1.緑の推進協力プロジェクl､C/P

研修

研修員:Mr.DjibyN'diaye(セネ

ガル･ティエナバ郡営林担当官）

テーマ：育苗,植林,森林計画概要

期間：4月1～3日

2.ミャンマー中央林業開発センタ

-C/P研修

研修員:Mr.UAungMint(森林
管理官),Mr.UYeHtut(,森林

林業技術No.6021992．5

管理官),Mr.UChitPaw(職

員),M1･.UMinHtooLwin(森

林課長）

テーマ：日本の国有林・民有林に
ついて

期間：4月6～7日

3.ケニア社会林業訓練計画C/P研

修

研修員:Mr.CharlesNdege

Ong'weya(ケニア林業試験場

林務官),Mr.RobertOl･angi
Nyambati(同研究員),Ms.

DorisNyakondoMutta(同研

究員）

テーマ：空中写真測量

期間：4月14～17日

4.タンザニア・キリマンジャロ村
落林業計画C/P研修

研修員:Mr.JosephMudoButuyuyu

（天然資源観光省育林研究官）
テーマ：空中写真測量

期間：4月14～17日

◎調査研究部関係業務

4月23日,水源地森林機能研究

会第1回委員会を本会において開
催した。

◎人事異動（4月16日付）
採用参事・北海道事務所勤務

西川瀞二
r－－‘■'一~一一一一一一一一一一一一一・■'一一ｰ一‐←－－－－－－一・一可

訂 正

｜先月号p.16右段11行目に誤り｜
|がありました。次のとおり訂正しI

|お詫び申し上げます。
I("2000年には→(正)2010年にはI

平成4年5月10日発行
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労働力問題と
林業｡木材産業

エコ･エコノミーと

林業。木材産業

み
ど
り
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

－地球環境問題への対応一
地球サミッ1､に向け、林業・木材産業の

新たな企業戦略を考えるための必読書.／
日本林業調査会編800円(〒210）

林業労働力の現状と今後の見通し、対応
方向を最新のデータと具体的な事例をも

とに解説した好評書.／〈3刷＞

日本林業調査会編800円(〒210)

'一日禾ﾎ禾業謡盾芸
‐〒162東京郡薪宿区市谷本村町3－26
．電話(03)3269-3911振替(東京)6-98120番

ホワイトビル内

FAX(03)3268-5261
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●森林・林業の発展に，また木材利用促進に寄与で
きれば…の思いを，映像に託してお届けします。
●研修用にノ子供たちの課外授業にノー般の方々へ
の普及キャンペーンなどに，ぜひご活用ください。

★記録映画日本の銘木シリーズ(30分） この緑を灰にするな(20分)￥145,000
山火砺を防ぐ一

日本の地すべり(30分)…･･･￥160,000 ￥40,00016mmVHS.βとも

ﾁｴﾝｿー とリモコン化への歩み(20分)¥100,000¥35,000

★木材に関係する…

青
屋

森のヒバ ¥150,000¥40,000

久杉 ¥150,000¥40,000

木材(30分） ￥150,000￥40,000
解銅珍をたずねて ￥150,000￥40,000

木への期待(22分） ￥120､000￥40,000
木曽の ヒノキ ￥150,000￥40,000

秋田ス ギ ￥150,000￥40,000 ★伸びゆく国有林

こつ よみがえる大地(30分)……¥150,000¥40,000
-パイロ･ソトフォレストー

★研修・課外授業な 〔英語版〕￥180,000￥48,000

もり

森林は生きている(50分)…￥260,000￥85,000
1.森のおいたち2森の生物たち

一･億人の森(50分） ￥200,000

一
一
一
一

森林をたずねて(20分)･･…￥100,000￥35,000 伸びゆく国有林(50分)……￥200,000

森林を育てる(20分)･････････¥100,000¥35,000 国有林(25分） ￥120,000

水のふるさと(2()分)･…．．…￥100,000￥35,000 森林(50分)'
－北海遊の国有林一

￥200,000

奥鬼怒の自然(30分)．．……･￥150,000￥40,000

ある担当区さんの記録(50分)¥200,000-

●その他，映画製作。ビデオ製作も行なっております。

●お問い合わせは……

日本林業技術協会事業部まで。

L矧溌篝瀞審社軍法人目杢林篝技蠅琴.糊轄･雷｡“」
I
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雨､雪､結露､低温(-25℃)、

高温(80℃)に耐え､30,720

データの大記憶容量を持ち

AC電源不要の長期無人観

測を可能にし､抜群のコスト

パフォーマンスを実現。

全天候剛データ記録装遥KADEC-Uシリー

ズは､過酷な環境下でもそのまま野外に撒いて

使ﾉIIできる小型の商性能データロガーで魂

南極の昭ｲ11唯地からアフリカの砂漠地,II獄で

の幟し↓､雌〃i環境への納入実績がそのｲ鋤渕

性をﾊIiIりIしてt､ま魂

既好の各センサを無駄にすることがなく､また良

j9l無人観測が可能なため､抜群のコストパフォー

マンスで先進の観測システムを実現しま魂
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■KADEC-Uシリーズの用途

気象観測:温度､湿度露点､風向､風速､Ⅱ照･II射、
積雪､雨量､気圧高度､白金測温批抗体

水文計測:水位､水簡(PH計)､流速流侭､潮位波澗
土木計測:沈降沈下.水分(蒸発量計)､ひずみ、
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■タマヤの測定機器:気象システム/測風経純縦､データロガーKADECシリーズ擬ﾑ測定システ

ム/ノーマルブﾗﾑﾗｲﾝ装置､外部測lit機材測水/精密音響測深機､デジタル流速ill･測最/光

‐‐一一一P_1

波測距雌川気象観測セット､小型|何1光器､回11M器､水準測最用電卓､水準測壯川ﾌ゚ ﾘﾝﾀ､測破用

六分機､マイクロメータ､三杯分度儀デジタルIm俄illll定器/PLANIXシリーズ､エリアラインメータ

航海‘汁器/航海IW,,《分儀､デジタル航法31･節樅

厩国 タマヤ計測ﾆノコデム 慌式言社
〒IO4東京都中央区認応4-4-4アートピルTEL,033561-8711FAX､03-3561-8719
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森林の100不思議
認識蕊蕊蕊患蝉蔑蕊騨識識鰯瀧簿蕊識溌鰯灘§ゞ呼彌;:穏刃麓鯵輔溌

●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所所員82名による執筆

銅氷の働きはどんな仕組みによるものなのか，1本1

本の木や草は，そこでどんな役割を果たしているのか。

いま，いろいろな角度から科学の光が当てられ，意外な

事実の潜んでいることがわかってきた。

続｡森林の100不思議
－－…‘I』

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，熱帯農業研究センター，
大学91名による執筆

森林を構成するさまざまな樹草や生き物たちの果たす

役割，また，銅氷が生み出す産物の不忠縦を，『森林の

100不思議』に続き，高度なIﾉｫ容を平易な記述によって，

しかも，より多彩な内容について解説。

林
業
技
術土の100不思議

可l愚露 ⑰

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，農業環境技術研究所，

農業研究センターほか85名による執筆

“母なる大地”というように,私たちの幕らしのほとん

どは土に依存している。土とは何か，土の不思議な働き

と土をめぐるさまざまな事象を知ることは，地球環境を

考えるうえでも重要である。
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森の虫の100不思議
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価
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四
三
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（
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体
四
三
○
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）
送
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●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所,都道府県林業研究機関,農業環境
技術研究所，大学ほか73名による執筆

鶏
(ﾌ準鮮1,165閥）

虫の存在や行動は，自然界でどんな意味を持っている

のか，人間とどのようにかかわっているのか｡100不思議

シIノーズ第3弾として，銅氷という辨台の名脇役・名襲

方たちの知られざる生態に迫る。

’
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	1992年05月号目次

	論壇_森林の流域管理システムヘの期待

	木質資源利用新技術開発の動向_Ⅰ_I木質材料の多様化と性能向上

	木質資源利用新技術開発の動向_Ⅱ_木質系資源からの機能性材料の開発

	第103回日本林学会大会 研究発表の概要_林政部門
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	風土と薬用植物14_端午の節句に菖蒲湯

	山の古道を行く-木曽路2_
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	伊澤紘生の5時からゼミ_雪山調査の装備／本の紹介_環境緑化工学／こだま_野生生物保護

	会員の広場_これからの林業経営

	第39回森林・林業写真コンクール_入選者の発表
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